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昭和 57年度

国民健康保険特別会計予算書



昭和 57年度 目野市国民健康保険特別会計予算

昭和 57年度 出野市国民健康保険特別会計予算は、次に定ーめ

るところによる。

(歳入歳出予算)

第 1条 歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ2，65 4.2 6 0 

千円と定める 0

2. 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごと の金額は、

「第 1表 歳入歳出予算Jによる。

〈一時借入金〉

第 2条 地方自治法第 235条の 3第 2項の規定による一時借

入金の最高額は、 1 0 0， 0 0 0千円と定める。

昭和 5 7年 3月9日提出

_"_ 
1 

日野市長森田 喜美男



第 1表 歳入歳出予算

歳 入 i設

r-岨

款 項 3i 額 款 項 ノ3ヘZ 額

1.国 民健康保険税
千円

7 1 2， 0 3 4 
'1 立恥dじz、 務 費 8 2， 3 8 1 

千[1]

1国民健康保険税 7 1 2， 0 3 4 1.総 務管理費 6 4， 7 1 3 

2.国 庫支 出 金 1， 4 2 6， 4 5 6 2徴 i説 費 7ス668

1.国 庫負担金 1， 3 1 2， 1 1 8 2.保 険給付費 2， 5 5 8， 2 7 8 

2.国 庫補助 金 1 1 4， 3 3 8 1.療 養 三i}~乙1 費 2， 2 2 8， 5 1 8 

3.都 一支 出 エ~、主 2 5ス366 2高額療養費 2 9ス600

1.都 ネ南 助 金 2 5ス366 五回j 記 費 之 4，00 0 

4. 五桑 入 三3語2、こ 2 4 久 4 0 1 4.葬 J7F1マて 費 ス~) 6 0 

1.繰 ノへ 金 2 4 史4 0 1 5育児 二子当 ノ~ 600  

5.繰 越 金 1， 0 0 0 ろラミ 債 ;賛

7繰 越 3i 1， 0 0 0 1.公 債 費

6諸 収 ;人 8，0 0 3 4. 存者 支 tij A斗FU--、E ろ， 6 0 0 

1延滞金 及 び過料 6， 0 0 1 1.償還金及び還付金 3，6 0 0 

2預 /泣¥ 来リ 子 1， 0 0 0 5.予 イ脂 費 1 D， 0 0 0 

5雑 入 1， 0 0 2 1.予 備 費 1 0， 0 0 0 

歳 入 メ口斗 言十 2， 6 5 4， 2 6 0 歳 出 令 言十 2， 6 5 4， 2 6 0 

-2- --3ー



--4-

昭和 57年度

国民健康保険特別会計

予算に関する説明書



歳入歳出予算事項別明細書



1.総括

歳入

款

1国民健康保険税

2.国庫支出金

3.都 支 出 金

4繰 入 ノ~

5繰 越 i人.u

6.諸 収 入

歳入合計

歳 出

本年度
款

予算額

1.総務費 8238F 1 F1 

保険
2給付費 2.5.5 82 7 8 

3.公債費

4.諸支出金 3，600 

5.予備費 1 0，000 

、・、

歳出合計 2，654，260 

本年度予算額 前年度予算額 比 較

千円 千円 千円

7. i 2，0 3 4 6 7 0，544 4 1， 4 9 0 

'1， 4 2 6，4 .5 6 1， 2 .5 0， 7 5 0 1 7 5，7 0 6 

2 5ス:;6 6 1 7 8..5 0 6 7 8.8 6 0 

2 4矢40 1 20 0，0 0 0 4引40 1 

1， 0 0 0 '1， 0 0 0 。
8.003 4、7C 7 3.296 

2，6 5 4，2 6 0 2，3 0 5，5 0 7 348，753 

本年度の財源内訳
前年度

予算額
比較 特 定 員オ 演、

般財源
医渚|波出金 地方債 その他

80，26千0円 2，12F1 円 4 矢 5~子5i可 。千円 T円。32，83千6円
2，21 4，593 343，685 1，634275 。24矢084

67一4一γ一一~。 。 。 LF「J 

3，601 L:.斗1 。 。 。ろ、6001
ス052 2，948 。 。 01 1 0，000 

2，305，507 348，753 '1，683，820 。249，084 721，356 
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2. 歳

(款 )

(項 )

自

入
1. 国民健康保険税

1 国民健康保険税

「ー

本年度 前年度

i-frJ 干円

1.国 民健康 71 2，034 670，544 

保 険 税

-・・F

言十 71 2，034 670.544 

比 較

千円

41，490 

41，490 

ーもー

節
説 明

区 分 金 額

F円

1現年度分 662，485 調定見 込 額 7 2 0，0 9 3，0 0 0円×収入歩合 925;5 662，4 8 5，000円

2滞納繰践分 49，549 調定見込額 95，28ス000円×収入歩合 52 9~ 4虫549，000円

1 

~------------~ 
(款 国民健康保険税〉
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(款) 2. 国庫支出金

(項) 1. 国庫負担金

本年度 前年度 比 較
節

自 説 明

区 分 金 額

干円 千円 千円 千円

1.事 務 費 49，546 48，351 1，195 1.現年度分 4矢545 法第 69条 Uて係る負担金

国庫負担金 'i， 6 ~J 6円×年間平均被保険者数 30，85 0人 49，545，000円

2過年度分 科目存置 1，000円

2.療養給付費 1.262，572 1，11 4，522 1 48，050 1.現年 度介 1，262，571 

国庫負担金

法第 70条に係る負担金

対象給付費 i弓 1_.Q_ 1，262.571，000円3， 1 5 6， 4 2 8， 0 0 0 f-Y x 100 

2過年[芝分 科目存置 1，000円

? 

一
言十 1， 31 2，11 8 1， 1 62，873 149，245 I_--~- ----~ ‘、

(款 国庫支出金〉

--8-
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(款 ) 2. 国庫支出金

(項 ) 2. 国庫補助金

説 明節
目 本年度 前年度 比 較

区 分 :正~t与E、 額

千円 千円 千円 千円

1.助 産 費 8，000 矢600 ム 1，600 1.助 産 費 8，000 

国庫補助金 補 助 金

2高額療養費 96，7 2 0 68，899 2ス821 1.高額療養費 96，720 

国庫補助金 ネ南 助 金

3.調整交付金 引618 引378 240 1.調整交付金 引618

言十 11 4，338 8ス877 26，4 61 ~ ~ 

助産費補助金

基本額 8 0，0 0 0円x.3 0 iJ件×÷ 8，000，000円

高額療養費補助金

支給見込額 山 00，000円×j×65形 96，7 2 0.0 0 0円

保険税軽減費交付金

6害!J対象

平等割

均等割

4割対象

平等割

均等割

-10-

8，343，360円

2.088円x2，1 2 0世帯

1，224円x3，20 0人

1，275，360円

1，3 9 2円x'330世帯

816円xI， 0 0 0人

4，4 2 6，5 60円

3，91 6，80 tJ円

459，560円

81 6，000円

(款国庫支出金)

-11-



(款) 3 都支出金

(項) 1 都補助金

節

自 本年度 前年度 上じ 較
区 介 ノ立¥乙 額.

千円 千円 千Pi 干円

1老人医療助 54，1 86 40，869 1 3，31 7 1老人医療助 54，1 86 

成に伴う保 成Uて伴う保

険者負担増 験者負担増
都補助金 子商 助 金

2.結精 10割 1.500 1.500 1.結精 10割 1，500 

都補助金 ネ骨 助 ノ:立¥ 

3.高額療養費 2 (l 0，88 0 。200.880 1.高額療養費 200，880 

都補助金 ネ南 助 金

4入所老人 800 。 800 1.入所老人 8DO 

者15補助金 ネ南 助 金

事 務 費 。 1 2.7 4 4 ム 12，7 44 
都補助金

給 付 費 。 1 8，344 ム 18，344 
都補助金

調整補助金 。1 06，549 ム 106，549 

計 25ス366 1 78，506 78，860 ~ ~ 

説明

老人医療助成K伴う保険者負担増補助金

⑫対象医療費 5 0 3，1 6 4，0 0 0 円>~ 0.358974 x 3 0妬 54，1 86，000円

結核予防法、精神衛生法適用者 10割給付補助金 1，500，000円

高額療養費補助金

支給見込額 2 9 7， 6 0 0，0 0 0円一国庫補助金 96.7 20，000円 20 0，8 8 0，0 0 0円

入所老人補助金 8 U 0，0 0 0円

廃白

廃目

廃目

一一
(款都支出金)

-13-
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(款) 4. 繰入 金

(項) 1 繰 入 金

節
自 本年度 前 年度 上じ 較

区 分 jミヘZ 額

干円 f-I可 千円 千円

1一 般 会計 24矢401 200，000 4呪401 1一般会計 249，401 
繰 入 金 繰 入 ノ主立¥: 

249，40'1 200，000 49，401 し~」三

説 明

一 般会計繰入金 249，401，000円

(款繰入金)

(款) 5 繰越金

(項) 1.繰越金

目 本年度 前年度 1:じ 較
節

区 介 金 急質
T円 千円 千円 千円

1繰 越 金 "1.000 I，OOO 。1.繰 ，越 ノ;辺ヘZ、 1，000 

' 

日 jζζ=----I>~--~->>/1，000 '1，000 

説 明

前年度繰越金 1，000，000円

一

(款繰越金)
(款) 6 諸収入

(項) 1. 延滞金及び過料

節
自 本年度 前年度 土色 較

区 分 金 額
千円 千円 F門 千円

1.延 j帯 sハz、- 6，000 .)，604 2，.396 1.延滞金及び 6，CJ 00 
力日 算 /豆¥之

2.過 本ヰ 。1.過 料

言十
--

2，396 -lどプ二 三仇Cl01 3，605-

説 明

延滞金及び加算金 6，000，000円

科目存置 1，000円

(款諸収入〉
-14- '-15-



(款) 6 諸収入

(項) 2 預金利子

節
目 本年度 前年度 比 較

区 分 金、 額

千円 千円 F円 千円

1預金 利子 1，000 1，000 。1預金利子 1，000 

・・---

言十 1，000 1，000 。~ ~~ 

説 明

預金利 子
1，00 D，O 0 cl円

(款諸収入)

(款) 6. 諸収入

〈境、) 3 雑入

本年度
節

自 前年度 上じ 較
区 分 f三位、、: 額

F円 ー1"司 千P1 F円

1.返 納 f三区¥ 1，000 100 900 1. ;;[8， 納 ノー立ヘ乙 1，000 

2第 一一 者 。1第 一 者--ーー
一

納 付 三八tz: 納 イサ :;I乙、、

3雑 入 。匂1-.雑- 入

‘申ー .ー

計 '1，0-52 102 900 ~ ~ 

説 明

不当 、不正利得返納金 1，000，000円

科目存歯;
1，000円

科目存置
1，000円

(款諸収入)

-17一
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五歳
(款)

(項)

日

出
1.総務費

1. 総務管理費

本 年 度

千円

般 61，490 

管理費

ー._ー・'.';r~一-ー・匂一.. 

前 年 度 比

千円

60，001 

本年度 の 財源内訳

較 特 定 財 源、
般財源

医陪l攻 出金み 地方債|その他

千円 千円 干円 千円 干円

1，489 4矢545 。 。1 1.945 

-18一

節

区 分

2.給 料

ろ職員 手 当等

4.共 済 費

9.旅 設

4 

1 O.交 際 tムーi会L 

1 1.需 用 費

1 2.役 務 費

. 

" -~-' 

説 明

ム~ 額

千円

。国保事業一般事務経費

2 5，0，88 一般職 11人
、

1引3:8 0 

2，945 職員共済組合負担金他

317 普通旅費 2L1 0，000円

特別旅資 7ス000円

連合会多摩支部研究会 50，000円

国保制度強化推進大会 6，000円

関東甲信静地区間保事務研究会幹事会

20，300円

5 0 国保事業K伴う交際交
一l

9.49 消耗品費 296，000円

消耗文具費 1 0，000円

消耗器材費 85，80 n円
購 読 料 200，000円

食 籾 費

査察指導賄 i 5，000円

印刷製本費

圭J筒他 628，000円

イ彦 繕 料

電 卓 イ也 1 0，000円

1， 362 郵 使 料

被保険者証送付他 1，362ρ00円

‘ . 

(款総務費)
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(項) 1. 総務管理費

節
説 明

区 分 M‘金 額

F円

1 3.委 託 米ト 1 1. 2!9 1 診療報酬請求書処理 1 1， 11 4，000 円

被保険者証更新事務 1 76.250円

1 8.備品購 入費 6 5 パンフレットケース 50.000円

ぞ培L長， 卓 1 4，200円

1呪負担金、補助 4 :; 負 担 金

及 び交付金 関東甲信静地区都市国保事務研究会
5，000円

東京都市国民健康保険協議会 5，000円

多摩支部事務研究会南地区部会 15，000円

南多摩公営国保医師会連絡協議会
1 0，000円

‘ 国保団体連合余多摩支部保険者
5，200円

全国都市悶保主管課長研究協議会
2，000円

。国保運営協議会経費

1報 献| 504 国保迷営協議会委員 1 2人 504.000円

9. 1保 資 7 [1 費用弁償
南地区国保運営協議会会長視察研修

4虫000円

国保制度強化推進大会 ω00円

その他会議出席 1 5.000円
， 

1 1得 用 毛主 1 8 食 糧 設E 

会議賄 1 8，00 (i円

門負担金、補助 1 0 負 i!=! 金
及び交付金 南多摩地区 I~保運営協議会会長会

8，000円

南多摩地区市町村国保運営協議会

連絡協議会 2，000円

_， ‘ 、
: 

〈款総務費〉

本年度の財源内訳

自 本年度 前年度 比較 特 定 財 源
一般財源

国都支出金 地方債 その他

千円 千円 千円 千円 千円 干円 千円

般

管理費〉

2.運 f白、p 602 575 27 。 。 。 602 

協議会費

、

‘ 
? 

-20一 A
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(項) 1. 総務管理費

節
ー 説 明

区 分 ーノ与ヘ広 額

本年度の町源内訳

自 本年度 前年度 比 較 特定財 源
般財源

医廊支出金 地方債 その他

千円 千円 千円 千円 千円 千円 千円
千円

。趣旨普及費

8.報 償 費 1，00 0 健康家庭記念品
3趣 ヒ日ニJ i，OD[l 1，005 どご』 5 。 。 1，000 
普及婆

2，000円X500件 1， 000，000円

4連合会 1，621 1，257 364 。 。 1.621 1呪負担金、補助 1， 6 2 1 連合会負担金

負担金
及び交付金 被保険者割

3 1. 9 8円x3 0， 1 5 0人 964，1 97円

事務費制

4 4、86 0，0 2 8円×一1一4ー6一2一ー
1，00 0 

655.854円

. 

64.7 1 3 62，838 1，875 49.545 。 。1 5，1 68 ~ じ/イ 一一一一一一一一
(款総務費〉

-23-
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(款) 1. 総務費

(頃 ) 2. 徴税費

本年度の 財源内 訳
節

三はj片L 明

区 分 金 額

千円

目 本年度 前年度 比較 特 定 財 源
一般財源

国都支出金 地方債 その他

千円 frJ 千円 干円 千1'3 f rJ 千円
。保険税賦課徴収経費

1徴税費 1 4，91 2 1 4，7 30 182 。 。 。1 4，91 2 
1 1.需 用 費 1. 1 4 4 消耗品費 1 82，000円

消耗文具費 1 0，000円

消耗器材費 150，000fg 

目薄 読 料
、

21，800円

印刷製本費

安J 筒 イ也 962，000円

I 2.役 務 費 5，578 郵 使 キヰ

納税通知他 5，4 3 4，000円

手 数 料

郵便振替手数料

1 2，000円x1 2月 1 44，000円

1 3.姿 託 料 8，1 O 1 国保税賦課徴収計算事務 ス878.70 0 円

国保税事務

2，820円 x1 00日

'18.備品購入費 2 9 電 卓 つ台 28，4 0 0円

。納税奨励経費

は負担金、補助 2，756 納税組合補助金

及び交付金 調定額 78，1 78.5 0 0円× 3.5 2，736，247円
100 

2.納 税 2，7 56 2，692 64 。 。 。 2.7 56 
奨励費

組合長補助金

3 0円x643世帯 1 9，290円

~て .~~ ー一一一一一一一一一一一一ー一一一
-一一一一一ー一一一一17.668 1ス422 246 。 。 0.. 1ス668

(款総務費)

-25-
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f款) 2. 保険給付費

(項) i. 療養諸費

本年度の財源内訳

自 本年度 前年度 上七 較 有三 定 財 源

国者政出金 地方債 そのイ也
般財源

ff可 千円 千円 F円 干円 干丹 F f!j 

1.療 蛍ぜ怠εL 2，1 78，00 (1 1， 930，000 248，000 1，32ス'!75 。249，084 601，7 41 
給付費

2療養費 45，000 29，'160 '15，840 1，500 。 。43，500 

5審査支払 5，51 8 5，635 ム 11 7 。 。 。5.51 8 
手数料

言十 2，2 2 8，51 8 1，964，795 263，723 1，328，675 。24ヌ084 650，759 

--26一

節

区 分、!金 額
さな 明

f 

千円

1呪負担金、補助

及び交付金

幻 78，0 0 0 I療養給付護保険者負担分

1呪負担金、補助

及び交付金

1 3.委託料

年間総医療袋 三11 1， 4 2 8，0 0 0 fIJX給付

r‘Hムー乙 2，1 7 8，0 0 0.0 0 O円
Mリ口 1 0 

4 5，0 0 0 療養費保険者負担分

ろ，75 0，0 0 0円x12 n 4 5， 0 0 0， 0 0 (J 円

日 18 I審査手数料
'1 4.0 6円xi 6，7 0 0枚X1豆月 2，8 1 7，6 2 4円

支払千数字1・

1 4.0 6円x'16，000枚X1 2月 2，69呪520円

二~レ/し一一一一一一
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(款) 2.保険給付費

(項) 2.高額療養費

本年度の財源内訳
ー ・ー・4 ・←・

日 本年度 前年度 比 較 特- 定 財 源

限者校出金 地方債 その他
一般財源

千円 マf'J 千円 千円 千円 千円 千円

1.高 額 29ス600 211，998 85，602 29ス60U 。 。
療養費

29ス600 21 1，998 85，602 29ス600 。 U 。
L 

(款) 2保険給付費

(項) 3.助産設

本年度の財源内訳

日 本年度 前年度 此i i段 特: 定: 財 滋i
一般財源

l端技出金地方債 その他
千円 千円 -Ff'J i-11J 千円 千円 FrJ 

1.助産費 24ρ00 28，800 ム4，800 8，000 。 。I 6，000 

24，000 28，800 Iム刷。 8ρ00 。 。1 6，000 

-28-

節 ‘ 

tt~ 尽可

区 分 金 額

千円

1呪負担金 ¥ 補助 2 9ス6(] 0 高額療養費

及び交 付 金 2 4，8り0.000円x1 2月 2 9ス60 0，0 0 0円

E 

/一一/プ // ーて二一一一一一一一一
t..=:こ ど三ご一一一〆/一F〆' 日一一一一一

(款 保険給付費)

押
印

円
A
L
A'
 

及び 交 付金

助応援

;:3 D. U 0 [}円X25件X1 2n 2 4，00 0，0 0 0円

(款保険給付設 )

。/
つι



〈款) 2.保険給付費

(項) 4.葬祭費
「ー・・

本年度の財源内訳

日 本年度 前年度 比 較 特 定 財 源
般財源

国都支出金 地方債 その他

節
説 明

区 介 vi 額

千円 千円 千円 千円 千円 千円 干円
千円

7葬 祭費 ス560 8ヱ80 ム 720 。 。 。ス560 1呪負担金、補助 ス560 葬祭安

及び交付金 3 0.0 0 0円X21件X1 2月 ス56 0，0 0 U円

ス560 8280 ム 720 。 。 。スE)60 /ン--------レ~イ 一一一一一一一(款保険給付費)
(款 ) 2.保険給付費

(項 ) 5.育児手当金

本年度の 財 源 内 訳

本!rf.度 前年度 上と 者2 f持 iト王'-，. ;貯 混l
一般財源

!説i凌出金 地方 債 そ の他

吉行
説 ~J 

区 分 金 額

千 i~
千円 千円 千円 F円 千円 filj 

1育 児 600 720 ぷミ 120 。 。 n にJ 600 

手当金

1 9，負担金、補助| 600 i育児手当金

及び交付金 |20 00円X25件X1 2月 6 0 0.0 0 0 P1 

600 720 ム 120 。 。 。 600 一一一一一一一一
(款保険給付設)

-30ー
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(款) 3.公債費

(項) 1.公債費

本年度の 財源内訳

日 本年度 前年度 比 i絞 特 定 財 源

国都文出金 地方債その他 一般財源

千円 千円 千円 千円 千円 千円 千i可

↑.来日 子 。 。 。 。

4 。 () 。 。
(款) 4諸支出金
(項 ) 1.償還金及び還付金

前年度 [=晦一]:ffr.都-一文E一l:fj杢L金J三主宅地主一主方の財源内訳EJ 本年度 比 ーi~ミ 財源

、ー.
債その他一般財源

千円 千円 千円 千円 千円 ーFrl f円

1償還金及 .)，600 3.601 どこ、 o n 、J 。3600 
び還付金

チ日r 3.600 ろ，6(i 1 4ζ¥ミ C 。 。 3，600 

(款) 5予備費
(項) 1.予備費

本年度の財源内訳

自 木年度 前年度 比 す2 特 定 財 源
一般財源

国都支出金 地方債 その 他

千円 干 f~ f日 千['J 千ドi F円 千円

1.予備費 '10，000 ス052 2，948 。 。1 0.000 

1 0，000 ス052 2，948 。 。 。1 0，000 

円
〆
ι
Z
J
 

区

節

一分 金 毛買

説 明
'

23償還金、利子

及び割引料

I I科 目存置 1. 0 0 0円

(款公償資 )

節
説 切j

区 分 金 話民

千円

23.償還金、利子 3，600 保険税過誤納還付金 3，6 0 C‘000円

及び密P7r$1・

一一一一一一一一シィ三口アーー一ー-

(款言者支出金)

節
説 円

刀
r
L
Eト
‘

ぴ. 分 金 額

千Pl

(款予備位)
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給 与 費 明細 書
1.特 別職

， 

給 与 j資
区 分 職員数 共済費

報 酬 給料 職員手当 計

長 全目、f-rz-
人 千円 千円 干Fi 千円 千円

議 t~L 

本年度

その他 1 2 504 。 。504 。
計 1 2. .5 0 4 。 。504 。
長 亡パ、引~

議 員

前年度

その他 I 2 468 。 。 。
1 2 468 。 。468 。

長 全午

告口'-1宝j生 貝

比 幸之
。 3 6 。 。 3 6 。
。 3 6 。 。

-34-

メ1-"::与T、 前a 備考

千円

504 

504 

468 

4 O 8 

3 6 

給与費明細書

2.一般職

合 計|備考

4ス413

4ス664

ム 54i三一三ど
1，229 

726 

I 62 

調整手当

通勤手当

期末勤勉手当

2‘423 

1，065 

1 2，04)' 

管理職手当

時間外勤務手当

干円
1，097 

629 

一般職員一人当 り給与費の状況

区 分 寸 一一一人 当 り給与資

本年 度 |

前 年度 I 4， 0 6 2 
L一一一ー一ー

学 座 | 一般職 i 
高校卒 I I 0 2， 1 00 円 i

去一言-Zト- L引ト
大学卒 I 1 1 3，9 0o I 

平均給料月 額及び平均年齢の状況

区 分 一 般 職
5 7年 1月 1日 一f 平-一均均給料月額 2 0 4. 8 1 1 円
現在 年齢 3 2. 0 3 才-

5 6年 1月 1日 平均給料月学 2 0 2. 7 2 7 円
現 千五 平 均 年齢 3 3， 1 0 才

等級別職員数の状況

L13 分 一 般 職

5 7年 1月 1日 1等級
。人 4等級 6 人

2等級 。 5:等級
~Jl 在

2 

3等・級 ゐT 9 

5 o年 1月 1日 1等級
。 4 ~宰級 7 

現 在
2等級 。 5等級

L一一一ー
5等級 2 計 1 0 
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(2) 給料及び職員手当の増減額の明細

区分 増減額 増減額の増減事由別内訳 説 明 備t 考
一一

千円
千円

1.給与改定
表笑 質上

4.4 0 % 給前本年年与度度改定~.給給給の与与状況改改定定率 4. 5 4 冊
K 伴 う 1，1 2 1 4.54% 実施，時日期
増 加分 の改定 5 6年4月1

与改定率 3. 0者

昭和 57年度

給
トー←

平職均昇給職問差員×現K 平均昇給(率昇給 3. 5 7婦

2普通伴昇給
在 する 数× jtJJ) (職員数 )

ム にう 724 1 2ヶ月
5人

408 増加分 6，700円×ヲ人x12 ヶ月
職昇給員期月IJj 7月 1人
数 0月 2人

= 724刊 1月 1人

来L
職給る3与減員年額改数度定の(変動K係わ

職員の異動状況

3.その他の
留1保42額4千円

(現するK職在員職数)(そ叫也)制

増滅分
u1，4 3 7 3.0% )ー

56年度(3.J%) 増本前年年度 10人 1人 11人
730千pl-743千円 度 11人 。人 11人
‘ :ム 13千I!l 滅 u1人 1人 0人

都市計画事業特別会計予算書

1.調増整減手当
給与改定及び支給率 調(給整料手当の文給率

の分 194 の改定K伴う増額 十扶養手当+管理職手当)
X8併を9%1fC改定

品目末勤勉手当支給率

本年度

支給期 6 J1 1 2月
職

文文給給率期
1. 8ク月 2. 6ク月

2.期末勤の増勉 職員の変革11(1'[伴 う減 5月 計
手当 ム 58 支給率 O. 5ク月 4. 9ヶ月
減分

組

貝
前年度

支支給給期率
6月 1 2月
1. 8ク月 2.6ク月

支給制 3月
千三 1 91 支給率 0.5ク月 4. 9ク月

3.扶養増・手当 ム 67 /1 配偶者 (欠自己第1O子Fを拠攻含正む )
当

の減分 11. 000円を 12，00

4.管当理職手
職4宍員t字、の笈動抽、:[，"主T 給与改の増減 37 
定 Kより 額分

ーーーー‘

5.時間外勤 業務の増大K伴 う
増務手当の 4 増額
減分

トー

6.その他の
81 特動手当

ム30千円
運賃の改定K伴う増傾

増減分 通勤手当 1 1 1干内
ーーー ー一一 一一一一一一」一一一一←一一ー一一ー一一一一一ー一一 l
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昭和 57年度 日野市都市計商事業特別会計予算

昭和 57年度 目野市都市計画事業特別会計予算は、次に定め

るところによる。

(歳入歳出予算)

第 1条 歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ 99 2， 0 4 6 

千円と定め る。

2 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、

「第 ?表 歳入歳出予算」による。

(歳出予算の流用 )

第 2条 地方 自治法第 220条第 2項ただし書の規定により 、歳

出予算の各項の金額を流用することができる場合は、次の

とおりと定める 。

(1 ) 各項に計上 した給料、職員手当等及び共済費(賃金に

係る共済費を除く)に係る予算額に過不足が生じた場合

における、同一款内でのこれら経費の各項の問の流用。

昭和 57年 3月 9日提出

日野市長森田喜美男
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第 1 表 歳入歳出予算

歳入

款 項

1.国庫支出金

1国 庫 補 助 金

2. 都 支 出 金

1.都 ネ荷 助 金

2.委 託 i:: 

3. 繰 入 金

1繰 入 /ユ~

4. 繰 越 金

1.繰 越 金

5. 諸 収 入

1.諸 収 入

ー鼠 入 l口~ 

歳 出

款 項

1 都市 計画費

1区 画藍理管理費

2.神 明上区画 整理費

3.万 願寺 区 画整理費

2.予 イ蒲 費

1.予 備 費

歳 出 ムロ 計

-38-

f豆¥之 額

2 O. 0 0 0 

2 0， 0 0 0 

1 0， 1 0 0 

1 0， 0 0 0 

1 0 0 

7 4 8， 4 0 4 

7 4 8， 4 0 4 

500  

500  

2 1 3， 0 4 2 

2 1 3， 0 4 2 

9 9 2， 0 4 6 

ノ~ 額

9 8引 11 2 

1 8 0， 1 8 1 

4 8 5， 4 3 6 

3 2 3， 4 9 5 

2， 9 3 4 

2， 9 3 4 

9 9 2， 0 4 6 

千円

白

千円

昭和 57年度

都市計画事業特別会計

予算に関する説明書



歳入歳出予算事項別明細書



f 

1. 総括

歳入

款

!司 庫. 支 l15 

2 都 支 出

3. 繰 入

4 繰 越

~ミh 諾 収

歳 入 メに%I 

歳 出

本年度
事セ

予算額

1 者日 市
千円

計画費 98引112 

2.予備費 2.934 

歳出合計 992，046 

金

金

金

金

入

言十

前年度

予算額

千円

978，079 

36 

978，11 5 

本年度予算額 前年度予算額 比 較

千円 千円 i-円

20，000 7 4，0 0 0 ζ斗54，000

1 0，1 0 0 ろス 10 0 ム2ス000

7 4 8，4 0 4 5 8 0， 7 4 2 1 6ス662

500 500 。
2 13，042 285，773 ム 72，7 3 1 

9 92，0 4 6 9 78，1 I 5 1 3.9 3 1 

本年度の財源内訳
ー

比 較 特 定 財 源、
』寸史財源

留者校出金 地方債 その他

千円 千円 千円 千円 千円

11，033 30，1 00 。958，4 00 612 

2，898 。 。 2，934 。

1 3，931 30，1 00 。961，334 612 
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五歳
(款)

(項)

入

1 国庫支出金

1. 国庫補助金

本 年度
節

自 前 年 度 i七 :較
区 分 金 額

千円 千円 千円 千円

1区 画整理 20，000 74，000 ム54，000 1万願寺区画 20，000 

国庫補助金 整理補助金

ー- -_ .. 

言十 20，000 74，000 ごム54，00J ン~どィ1
(欽 ) 2. 都支出金

(項 } ↑. 都補助金

節

日 本年度 前年度 比 較
区 分 金 額

千円 千円 f円 千円|

1区画 整 理 1 0，000 3ス000 どう之ス00，) t万願寺区画 1 0，000 

者日締 助金 整理補助金

言十 1 0，000 3ス000 ζ込2ス000レノイ/イ
-40ー

¥ 

説 明

万願寺区画整理事業

基本額 3 0，0 00，0 0 0 円 x~- 2 O，Cl 0 O，D 0 0円

一ーーーーーーー-ーー

一一一-ー伽9・・ーー・_-ーーーーーーーー-・e 戸 一

一一一ー一ーーー一ー一一一ー

(款 I~庫支出金 )

説， 明

万J傾寺区[出終了川事業

悲本領~， u‘o 0 (1， 0 0 0円×す 1 0，000，000円

(款都支出金)
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(款) 2、都支出金

(項) 2.委託金

日 本年度

干 f~

1区画 整理 100 

委託金

言十 1 U 0 

(款) 3. 繰入 金

(項) 1. 繰 入金

前年度

千円

100 

10J 

自 一二1~ 年 度
千円 千円

1一般会計 748.4 (J4 580，742 
繰入金

比 較

千円

。

。

上じ 較

千円

1 6ス662

節

区 介 金 額

干円

1区画整浬 100 

委 百九: 金

------イ~ 

節

区 介 金 額

千円

1区l函整担管 1 7号96Cl

Jffl費繰入金

2.神明上区画 275，070 

整理費繰入
a疋，6.. 

3.万願寺区画 293，374 

整理費繰入

金

言十 748，404 580，7 42 
1山 62レ/レ/
-42-

説 明

区画整理法第 76条許可事務 1 00，000円

(款都支出金)

説 明

一般会計繰入金

区画整理管理費繰入金 1 7矢96 0.0 0 0円

神明上区画整理費繰入金 2 7 5，07 0，0 0 0円

万願寺区画整理費繰入金 2 9 ~ 3 7 4.0 0 0円

(款繰入金)
-43-



(款) 4. 繰越金

(項) 1.繰越金

節
目 本年度 前年度 上じ 較

区 分 金 額
説 明

千円 千円 千円 千円

1繰 越 金 500 500 。1.区画整理管 1 1 00 前年度紋越金

理費繰越金 区 i苗 T竺:Jlt~ 管理費繰越金 1 0 0，0 0 0 P:i 

2.神明上区画 300 神qJj上区画整理.殻繰越金 3 0 ci、orJ 0 f可

整理費繰越

♂~ 

3.万願寺区画 100 万願寺区i百整現費繰i時金 1 0 0，0 0 0 H 

整理費繰越

金
ー

， 

.c 

， 

500 500 。し~~ 
(款繰越金 )

-44-
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(款) 5. 諸収入

(項) 1.諸収入

自 本年度 前年度 上七 較
節

説 明 ; 

区 分 金 額
. 

千円 千円 千円 千円 l ?思 . 
1保留地 192，930 285，550 .ど~92，62 0 1.神明上区商 192，930 神明上保留地処分金 1 9 2，9 3 0，0 0 0円

処分金 ;佐思予納金 6 0 4.4 5 m
2 

及び処分金

2.預金利子 11 0 220 [:'，11 0 1.区画整現管 30 区画整理管理費預金利子 30，000円

空E費預金利

子

2.神明上!2王国 50 神明上区画整理費預金利子 50，000円

3受理費預金

利子

3.万願寺区画 3U 万願寺区画整理費預金利子 30，000円
‘ 、

整理費預金 司、

利子

一一一一一一一一一一 一一一一一ー一一ト一一一一一一一一一一一一

3. 4.'# 入 20，002 5 1ヌ999 1区i罰5整理管 不↓ 自 存 置; 1，000円

理費雑入 . 

2.神明上区画 20，000 
清算K伴う 徴収金 20;000，000円

整理費雑入

3.万願寺区画 科 目 存 置 1，000円

整理費雑入

計 21 3，042 285，773 
ム72，731 Iどイ:Jζ ププ

.“ 

(款 諸 収入)
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3. 歳出

(款) 1. 都市計画費
{項) 1. 区画整理管理費

本年度の財源内訳 節

自 本年度 前年度 上ヒ 較 特 定 財 海;

匡渚It支出金 地方債 その他
一般財源

説 明
区 介 金 額

千円 千円 千円 千円 千円 千円 千円 千円

般 180，181 145，340 34，841 100 。179，950 1 31 。区画整理一般管理事務経費

管理費 Lつ・ コlptAロ 料 2ス738 -ー 般 職 1 0人

ー . - ー

3.職員 手当 等 2 1， 2 9 7 

4共 if斉 費 ろ，24 1 職員共済組合負担金他

呪旅 受 7 2 普通旅資 72，000円
t 

1 O.交 際 受; 区画整理事業K伴う交際費 1 60，000円

トー一

11.需 用 3ζ 313 消耗品質 1 73，000円

消耗文具o 1 3，000円

消耗器材交 50，000円

被 月反 安 i 09，400円
- ー一 .• .. .. 

食 糧 :t主

会 議 持自 30，000円

印刷製本費

陽画焼付 ， 1 00，000円

修 繕 料

複写機他 1:0，000円

トー

1 2.役 務 費 B 240 郵 使 料 240.000円

ー一

1 3.委 託 料 1 2ス000 高 I隔地区区画整J~~業務 30，000.000円

豊田南口地区区画整理業務 72，000，000円

“ 
..‘・ー 司国 屯目 ー ・・ 圃.. -ー~....~ー.

豊田南口地区環境影響評価業務
一. . 

ー『‘ . 
ー』・

E 9 25，000，000円

-49-
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(項) 1. 区画整理管理費
一

本年度の財源内訳

目 本年度 前年度 上七 較 特 定 財 源
一般財源

既成出金地方債 その他

節
説 明

区 分 金 額

‘ 干門 千円 千円 干円 千円 千円 千円
千円

般 18備品購入費 5 0 穿 孔 機 1台 1 0.000円

管理費 〉 製図保管箱 4箱 40，000円

円 負担金、補助 7 0 負 担 金

及び交付金 日本土地区画教理協会 40，000円

講習会参加 30，000円

!・

、
. 

. 
J 

言十 180，181 145，340 34，841 100 1 31 ~ ~ 
ー一一-一

ー一一一一一一一

(款都市計画費)

-50ー
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〈款) 1. 都市計画費

(項) 2. 神明上区画整理費

本年度の財源内訳 節
目 本年度 前年度 上七 較 特 定 財 源

'一般財源、
!説i攻出金 地方債 その他 区 分 金 額

説 明

千円 千円 千円 千円 千円 干円 千円 千円

1区画整理 1 5，999 11，920 4.079 。 。1 5，649 350 。神明上区画整理経費

総務費
2.給 料 1， 8 8 7 一般職 1人

5.職 員手 当等 1，33 5 

4共 済 費 225 職員共済組合負担金他

ス賃 金 300 臨時職員雇上

6，000円X5 0，人 3 n 0，0 0 0円

8.報 イ賞 費 6，300 神事j土竣工記念品

4，500円X1，4 0 0人 丘300，000円

9.皆、 費 1 0 0 普通旅費 1 CJ 0，0 0 0 円

I 1.需 用 費 1 5 7 消李白百費 65，000円

消耗文具費 1，000円

消耗器材質 4ス000円

被 H反 費 1 6，650円

食 糧 費

会 議 賄 1 2，000円

印刷製本受

陽画焼付 60，000円

修 繕 料

演IJ量器具他 20，000用 |

1 2.役 務 費 郵 便 料2，225 
清算金確定通知他 2，225，000円

1 3委 託 料 ヰ70 除 草

8，0 0 0 m
2 470，000円

23償還金、利子 3， 0 0 0 予納還付金 3，000，000円

及び割 引 料

(款都市計画費)
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(項) 2. 神明上区画整理費

l三民陶i支出金年度の財源内訳日 本年度 前年度 比較 定財務、

地方債 その他 →投財源

千円 千円 千i可 F円 |一円 ーr-fJ

2.審議会費 437 1，71 9 ど~1. 282 。 。 437 。

3.事業資 169，000 660，660 ζ':，_4? 1， 6 60 。 。169，000 

4.神明 上 300，000 。300、000 。 。300，000 。
清算事務費

計 485.4 3 6 674，299 ζ'¥1 88.863 。 。485.086 35U 
一

-54-

節

介
額 | 説 明

千円

[ IP明一
評価委員経質

1報 r官・1111 i 357 審議会委員 1 3人 273，000円

評 価 員 4人 84，000円

1 1.需用資 8 0 

I t - 一 一 ー ペ ー. 

'13.委託料 1 4 1， 0 (j 0 

-: 5.工事清負 1.:[ 2スo0 C 

食糧費

審議会賄 80，000円

o神明上区画整辺事業経費

区画監理事長業務

記念仏:製作他

1 2 0，0 0 0.0 0 0円

21，000，000円

矢頭1喬塗装

街路補修

スo(] 0，0 0 0円

20，000，000円

1，0 0 0 1，000，000円22補償 、 初サ

及び賠償金
i
l

i
-
-
4
B
Il
lt
i
l
l
-
-1
9
?
t
'
iI
1
1

1

 

nu 
nu 
nu 
nu 
円

υ匂フヘ一v

~レ/イ

及び交付金

工作物移転褐償

換地消-，1ぎにや!とう交付金

緩和に伴う交付金

2 0 0，0 0 0，0 0 0 PJ 

1 0 0，0 0 0，0 0 0円

一一----云一一一(款都市計画費)
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〈款) 1. 都市計画費

(項) 3. 万願寺区画整理費
r-

本年度の財源内訳 節

自 本年度 前年度 比 較 特 ~ 財 ー源
ーイ淵源

医諸政出金 地方債 その他

主党 明

区 分 戸五~ 額

千円 千円 千円 千円 千円 干円 千円
千円

1区画整理 19，382 1 0，502 8，880 。 。1 9，251 1 31 。:万願寺区画整理経費

乙n7fJitt口》 8，899 一般職 5人
総務費

3.職員手当等 ス18 3 

4.共 ;斉 費 1， 0 3 8 職員共済組合負担金他

e 

ス府Lヨ 300 臨時職員雇上

6，000円X50人 300，000円

9.旅 設 350 普通旅費 350，000円

11.需 用 売 1 7 3 消耗品費 1 05.000円

消粍文具設 ろ，000円

消耗昔話材'1そ 50，000円

依' m~. j致 51，350円

食 糧 ~ 
メiEL2、 議i 賄 1 2.000円

印刷製本安

隊~. l函焼付他 56，000円

Z名、 費 120 垂日 イ定 料

万願寺だより送付 1 00，000円

農地利用説明会通知 20，000円

1 4 使用料及び '1， 2 1 4 土地借上料

料 8.4 6 0 m- 1，21 4，000円

i 1 6原材料筏 1 [1 5 切込砂利

3，500円X30m
3 1 05，000円

(款都市計画費)
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(項) 3 万願寺区画整理費

本年度の財源内訳 金有

目 本年度 前年度 比 較 特 定 財 海、
←チ淵源

国者校出金 地方債 その他

説 明
区 ノ5t 金 額

千円 千円 千円 千円 干円 千円 千円 千円

2.審議会費 887 788 99 。 。 887 。 。万願寺区画整理審議会委員及び

評価員絞費

1. t.& ~fl 8 4 U 審議会委員 1 5人 630，000円

評 '11m r区ドコ1 、 5人 21 0，000円

1 1.需 用 受 4 7 食 広T虫包 エ共Pど

企Z三h二
苧議止 賄 4ス000円

2 

3.事業費 303.226 1 4ス150 1 56，076 30，0 D 0 。273，226 。
o 万願寺区画整理事業経 r~

1 3委 ヱEアMむ.". 料 2 5 6，7 0 2 区画整理事業業務 234，202，000円

担Ij 主E3主 22，500，000円

換地条件測量 8，000，000円

建物調査 5，000，000円

縦横断測量 引500，000円

i 5工事請負今 3 0，0 0 0 区画街路築造 3 U，O 0 0，0 0 0円

¥v= 6， 0 m .e=550m 

22補償 、 補填 1 o，5 2 4 建物移転補償 1 5，000，000円

及び賠償金 工作物移転補償 1，1 00，000円

農作物補償 424，000円

計 323，4 9 5 1 58，440 1 65，055 30，000 。293，364 1 31 一竺J/どどfJi-一一一一一一一一一一

-58-
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(款) 2. 予備費

(項) 1. 予備費

本年度の財源内訳

日 本年度 前年度 比 較 特 λ「に~ 財 源
般財務、

l郵政出金 地方債 その他

節
説 明

分 /て&0ァ 額

千円 千i可 千円 千円 千円 千円 千円
千円

1予備費 2，934 36 2，898 。 。 2，934 。 区画整理管理費 1 0，000円

神明上区画整理授 2，91 4.000円

万願寺区画整理長 1 0，000円

言十 2，934 36 2，898 。 G 2，934 。
-61-

(款予備費)
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書系自?
寸
1
J

間
同
ノ費与給

安

ーもちー

1， 1 9 7 

1， 1 9 7 。

'1， 8 7 2 

ム 67. 5 

主Z・
4 f主言十八

戸
口

。

職

来合 与

区 介 司法 貝 数

報 ~~ 給 料

長 等
人 千円 千円

議 --問仁=s、

本年度
そ の 他 3 7 1， 1 9 7 。

言十 3 7 ; 1， 1 9 7 。
長 宅;

議 貝

前年度

ぺご の 他 3 8 1， 8 7 2 。
トーーー一一

計 3 8 t 8 7 2 。
長 A寸fナk 

議 貝、

比 較

z」a の 〆他 乙^~ 1 ζ~ 6 7 5 。

言十 正三 1 L 6 7 5 。

-62-
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給与費明細書
2. 一般職
( 1) 総括

(2) 給料及び職員手当の増減額の明細

区4互主主 増減額の潟、減事由別内訳 l 説 明
ー

1給与改定
千円
表 上 4.4 0 % 

K 伴う
実質 4. S 4 % 

増加分
1， 5 0 4 

の改定

分
度
一
度
一
較
一
手

の

訳

一
年
一
年
一
一
員

区
一
本
一
前
一
比
一

職

当

内

女

一人

民

一
日
け
一
2

れ英

一

育
ぺ

一

給 与費 III 'r.'r =r. 1 ^ 
λ |廿溶 j高 i ム

給 料|職員手当| 計 |バv-t-klω
38.524円I2 引 8 何 |68， 3fP! 日。~f I 7 
51， 2 2 6 I 2 3， 8 6 0 I 5 5， 0 8 6 I 3， 6 3 6 
ス29 8 I 5， 9 5 5 I 1 3， 2 5 3 I 8 6 8 I 

備考j
T
 
==口

内
ザ
ヘ
こ

2
一1
一

8
一7
7
1
-

当

当

2

M
口

軒

臨

ん
理
砂

管

時

.q，J.、
Ji'.口

備 考

給与改定の状況

f給与改定率 4. 5 4弥
前年度1給与改定実施時期
" 5 6年 4月 1FI 

本年度給与改定率 3. 'Ll婦

平均弁給率 3.2 :;婦
〈昇給期 〉

I 4月
昇給期月IJ J 7月

級品数 い G月
I 1月

給

う

分

昇

手

口

通
ム
七
!
力

普

に

，h叩

ηι 

。υ
O
J
 

門
，
ι
7
ん

当

当

当

手

手

際

養

居

毅

扶

住

特

調整手当

通勤手当

共抹勤勉手当

2，1 5 3 

924 

2 4 

3，826 

1， 2 8 9 

1 8，5 0 1 

ーャ。
本
ゲ一般職員一人当り給与授の状況

-
区 介 一人当り給与費

本 年 度 4， 8 8 1 千円

-目-'Lリ一 年 度 4，5 9 1 

初任給の状況

!ヌ 分 一尚ナー 歴 一→ 紋 職

5 7年 1月 1日 → 田位二沼3 校 卒 1 0 2， 1 0 0 円

現 在!大 弓戸u守占 卒 1 1 8， 3 0 U 

~年 1 月 1 日 1 高 校 卒 ?矢 ↑o0 
現在大 ~~さ 卒 1 1 3， 9 0 0 

平均給料月額及び平均年令の状況

区 分 一 fl没 職

5 7年 1月 1日 平均給料月額 244、26 1 円

現 在 平均年 令 3 5. 0 4 才

5 6年 1月 1日 平均給料月額 239，8 ~ 6 円

現 在 平均年令 3 5. 1 0 才

平均昇給間差 ×現
に在職する職員数
x 1 2ク月

1， '1' 2 9 I 7， 2 3 8円x1 3人
x 1 2ヶ月

= 1， 1 2 9叶内

(職員数〉

7人

1人

?人

4人

4，665 

職員数の変動に係
わる鳩碩4/55.明
給与改定留保額
57年皮(3.C各)-
56年度(3.0部〉
1，1 23円 'ト ヲ 'j3千円
= 7.1 D千円

職員のlt動状況
現忙在職
(トマ附日叫)(その他〉
3 /Z) Jl i，;\.\ßミt ~x.

木年度 1 3人 1 人

前年皮 1 0人 2 人

地減 5人 /':.'1 人

(言十〉

1 4 J¥ 

1 2人

2人

2j訪ziミ功勉

手 当の

j嘗減分

日

h
J

F
h
J
U
 

円

γ
に
，u

h
同
八

1， 0 3 4 
i蹴員の変動、給与
改定及び支給率の
改定lて伴 う増額

調絵手当の支給率
(給料+扶養手当+管理職手当)x 8 %を

9/揺lι改定

期末勤勉手当支給率
ス1マ、年度

支給期 6月
支給率 1. 8ク月
玄;給期 3月
:文京合;手~ 0.5ク月
前年反
支給Wj 6月
支給率 1. 8ク月
支給期 5月
支給率 O. 5ク月

1 2月
2. 6ク月

4.ヲク月

1 2月
2.6ク月
計
4. 9ク月

一千 当
介

一手

減

当

分

一
山
刊
の
介

手
減

一職

増

手

減

一
外
当
一
員

一
質
増

一四
一
の
居
常
一
間
手
話

扶
の

一管
当
分
一住
の

一
時
務
増

Z
J

A
斗

F

h

J

A

U

等級別職員数の状況

I 区 分

5 7年 1月 1日

現在

般職

Q_̂ I4等級 !
? I 5等級
2 | 計

0 I 4等級
1 I 5等級
2 I計

級
一級
一
級
一級
一級
一級

笠

等
一等
一等
一等
一等

イl
一
っ
こ
ス
ニ
イ
l

一
っ
こ
ろ

?人 i当

一
1 3 
一
7 。
一
1 0 

5 6年 1月 1日

現在
7その他の
増減介

--64-

3， 5 8 CJ 
/1 

~ . -I以只の変動、給与 |配偶者(欠配第 1子を含む〉
乙?三 i改定等K伴う増額 I1 1， U 0 0円を 12，000円に改定

1 1 5 I // 

i職員の変動忙伴う
752 1 増設

|業務の増大K伴う
5 6 1 I 

1増額

52 1 1通勤手当 321千円 |踏の改定忙伴う増額
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事 項 限 度 額

千円

万願寺区画愛理事業 ス850，000

に伴う 業務委託

債務負担行為で翌年度以降にわ

支出額の見込及び当該年度以降

前年度末 までの支出(見込)額

期 間 金 額

千円

昭和 56年度 。

ーもらー

たるものについての前年度までの

の支出予定額に関する調書

当該 年度 以 降:支 出予 定額

期 間 金 額

昭和 62年度まで ス85 0， 0 0 0 

ーも 7一

左 の 財 源 内 訳

特 定 財

匡渚!波:出金 1:地方債
千円 千円 干円 千円

G 。ス850，000 。

上



昭和 57年度

下水道事業特別会計予算書

-68ー



昭和 57年度日野市下水道事業特別会計予算

昭和 57年度目野市下水道事業特別会計予算は、 次に定めると

ころによる。

(歳入歳出予算)

第 T条 歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ 1，316，500 

千円と定める。

2. 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、

「第 1表 歳入歳出予算」による。

(地方債)

第 2条 地方自治法第 230条第 1項の規定により起こすこと

のできる地方債の目的、限度額、起債の方法、利率及び

償還の方法は、「第 2表 地方債」による。

(歳出予算の流用)

第 3条 地方自治法第 220条第 2項ただし蓄の規定により、 ，

歳出予算の各項の金額を流用することができる場合は、

次のとおりと定めるの

(1) 各項に計上した給料、職員手当等及び共済費(賃金

に係る共済費を除く)に係る予算額に過不足が生じた

場合における、同一款内でのこれらの経費の各項の間

の流用。

昭和 57年:3月?日 提出

日野市長森田喜美男



第?表歳入歳出予算

歳 入 歳 出

款 項 金額

1 使用料及び 8 5，4 5 6 千円

手 数料

1使用料 8 5， 4 2 3 

2.手数料 3 3 

2. 国庫支出金 1 1 5， 0 5 0 

1. 国庫補助金 1 1 5， 0 0 0 

2.委託金 5 0 

3. 都支出金 49，030  

1都補助金 4呪030

4.繰入金 3 6 3， 2 5 8 

1.繰入金 3 6 3， 2 5' 8 

5 繰 越金 500 

1.繰越金 500  

6 言者 収 入 1 0 6 

.! 

1 .預金利子 1 0 0 

2.雑入 6 

ス市 債 7 0 3， 1 0 0 

1 .市債 70 3， 1 0 0 

歳 入合計 1， 3 1 6， 5 0 0 

款 項 金 額手

1.下 水 道 費
干羽

7 6ス235

1.下水道管理 費
6 7， 3 1 0 一一寸

2. 下水道建設費 5 4 3， 7 4 8 

3 多摩平処理場費 1 5 O， 1 7 7 

2. 都市下水路費 5 2 3， 5 9 7 

1. 都市下水路費 5 2 3， 5 9 7 

3. 公 債 費 2 4， 6 6 8 

. 
費1 公 2 4. 6 O 8 

4. 予 備 費 1. 0 0 0 

↑.予 備 費 1， 0 0 0 

ー

歳 社1 メ仁fLT 計 1， 3 1 6. 5 0 0 

」 ー
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第 2表 地方債

起 債 の目的 限度額 起 債の方法

千円

南多摩処理区公共下水道管渠 1 83.000 ， ~lE書借入又は、

埋設 証券発行の方

公共下水道多摩市建設負担金 1 08.20 (1 法に より起債

浅川処理区流域下水道建設負 ヲ矢口 00
する。

担金

南多摩処理区流域下水道建設 1 8.300 

負担金

黒川都市下水路撃備 266，900 

神明上都市下水路整備 27.700 

-72-

利率 償還の方法

呪0ヲも 起債のときより、据置

以内 期間を含めて、 30年

以内忙償還する。ただ

し、市財政の都合Kょ | 

り据置期間及び償還年

i壌を短縮し、 もしくは

繰上償還又は、低利倹

K借替える ことができ

る。

昭和 57年度

下水道事業特別会計

予算に関する説明書



歳入歳出予算事項別明細書



1 総括

歳入

款

トー一一ー一一一一一ー

1 使用料及び手数料

2.国 f車 支 出 金

3.都 支 出 メstト乙

4 繰 入 金

5.繰 越 金

6 在任 収 入

トー

ヱ l千7 f査

歳 入 /:~ 

歳出

本年度
款

予算額

千円

1下水道袋 767，235 
」司旬・・『・・・‘

2雲市下水路 523，597 

る公 f責 E五手三ドt 24.668 

4.予 備 費 1，000 

ー

本年度予算額 前年度予算額 比 較

8 5，4 5 6 干円 88，945千円 どご与 3，489 
千円

ー一ー

1 1 5，0 5 0 4 0，0 4 8 7 5，0 0 2 

4引030 7，5 0 0 41， 530 

一←

3 6 5. 2 5 8 4 0 4，5 3 4 ム 41， 2 7 6 

曲 一一一

500 500 。
トー一

1 () 6 i (1 6 。
.旬

7 0 3，'， 0 0 6 7 3， 7 0 0 2現400

1， 3 ~ 6，5 0 0 1， 2 1 5，3 3 3 101， 167 

ーー

予6前4年算ι1度瀬千6円[||l 川ド1七2' 1 ! 本年度の財源内訳
較 t王寺割5出4，4千特出円30金-4地定z日+方8 .5債よUイ[財円~ I ~源そ2太5の7子他正円子一5円 一6段蹴-C千別削D u 円i原
千円

075 

511，325 -1 2，2 7 2 129.650 29L1，6 0 () 9玖547 。
56，848 ム32，180 。 。24，668 。

ー -ー一一・

1，000 。 。 。 1，000 。
歳出合計 1.31 6，500 1，21 5，333 1 01，1 67 1 64，080 703，100 448.7 20 

600 一-j

-73ー



2. 歳
(款〉

(頃〉

日

1.使用料

(款〉

(項〉

日

入
1 使用料及び手数料

1 使用料

本年度 前年度

千円 千円

85，423 88，91 7 

85，4 23 88，91 7 

1. 使用料及び手数料

2 手数料

本年度 前年度

千円 干円

1手数料 33 28 

計 33 28 

上L 較

千円

ム 3.494

ム 3，49 4 

上七 較

'一
千円

5 

-

只

-74--

節
説 明

~三 分 金

千円

1下水道使用料 85.4 2 3 
下水道使用料

1，240 円× ι043件 x1 2月x9 5係 85，4 23.00 0円

'、鋼、'ー

//どこ]
〈款 使用料及び手数料〉

節
ー一 説 明

区 分 金 額

千円

1.申諸手数料 33 
排水設備申請手数料

平均 660 円 >~ 5 0件 3 3、o0 0 p-j 

~ / 
(款 使用料及び手数料〉
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(款) 2 国庫支出金

(頃) 1. 国庫補助金

本年度
節

日 前年度 比 較

区 分 金 額
-

干円 千fg 千円 干rJ

1.公共下水道費 30，000 。 30，000 1公共下水道費 30，000 

国庫補助金 補 助 ~ 

2.都市下水路費 85，000 
401  450口o! 1f下助山金|| 8.5，000 図庫補助金

11 5，D 0 0 4C jooo!///!/イJ
(款) 2 国庫支出金

(頂) 2. 委託金

節
日 本年度 前年度 比 較

区 分 ベ~1̂ Z 額

一 ー
千円 千円 干門 r ['j 

1下水道授 50 48 2 1.下水道管理費 50 

委 託 金 安- 託 金

~ドプ
〆

計 50 48 2 

-7も一

説 明

南多摩処理区公共下水道管渠埋設

基本額 50，0 0 [1，0 0 0円x i_ 
1 0 3 0.0 0 0，0 0 0円

黒川都市下水路整備

基本額 212，5 00，0 00円×九 8 5，0 0 0、000円

--一-ー- (款閑庫支出金〉

説
T
4
JJ
 
i
 

口
H
，

滝合樋管管理費

2，980円x1 7 @ 5 0， 0 0 0円

一一一一一一一

(款国庫支出金〉
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(款) 3 都支出金

(項) 1. 都 補助金

日 本 年度 前年度 比 較
節

一
区 分 金 額

千円 干i可 千円 千jll

1公手厚水道費 4，380 。 4，380 1公共下水道議 4，380 

都 補助金 裕 助 金

3ス150 1.都市下水路変 44，650 

都補助金 補 助 金

|///// 

/ 

計 i4虫030 I 7，500 41，530 //  /// //  

説 明

南多摩姐:)1#区公共下水道管渠埋設

(基本額 174，760，000円一起債額 166，000，0 00円〉×t
4，3 8 U，O 0 0円

思Jif都市下水路整備

〈基本容i212.5 C 0，0 0 0円一国庫補助金

起債額 .') 8，20江川

8 5司o0 !J. 0 0 0円一
44，650，000 FJ 

一一・ー・ー“・-・d・-ーー・_，.'_ ・--・‘'

句-・--回債a・m 単・-・-ー副ー'“-ー~ーーー-唱目-・ー・-ーー_-

帽-割問酬-ーー一戸同国・-ーー
一一一'回目ー

(款都支出金〉

(款) 4. 繰入金

(項) 1. 繰入金

目 本年度 前年度 比 較
節

区 分

千円 千円 干門

?一般会計 363，258 404，534 ^41，276 1一 般 会計 36 

繰 入 金 繰 入 金

363.258 404，534 ム41，276
//  

///  

L 一一一斗

一一 説 R
A
 

F
ト

額
トー一一一一一一

千円

3，258 一般会計繰入金 363、258，800円

向降・ー・・ ・ーー・咽・・・・-司・--淘晶、，

一一ー--・・9・-ー_-_.・
e・-ー一ー

一一ー--田_-働--世--ー同凶開-・・回-岨圃-ー，ー/ 一-4・・-==

(款繰入金〉
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〈款) 5 繰越金

〈項) 1. 繰越金

節

目 本年度 前年度 比 較
i玄 分 金 額

千円 千円 千円 千~~

1繰越金 500 500 。 1繰越金 500 

し‘///////1/////  

J 

計- 500 500 。

3見 明

前年度繰越金 500，000円

一_.-婦同酬配

一一一一ー一一一一ー一 一

-ー-・回向・

.-戸ーーー一ーーーーーー-

〈款繰越金 〉

(款 ) 6 誇収入

(:項) 1. 預金利子

日 本年度 前年度 比 較
節

区 分 ~ 

干pj 千円 干flJ

1預金利子 1 0 n 1 00 。 1預金利子

|/ 計 100 100 。

説 明

錦;

千円

。。 預金利子 1 0 0，0 0 0円

トー ー一一一一一 一一ー-"一一ー:;;:-;;::;:;;亭
一一一一一ー一一戸ー←-

一一一一一一一一一ー一一ーーー一一ー一一--ーーーー一一ー戸ーー_--ー_-ー_-

(款誇収入 〉

(款) 6. 務収入

(項) 2.雑入

‘ 

日 本年度 前年度 比 較
節

区 分 長主 額
-ーー

千円 千円 千円 千円

1雑 入 6 6 。 1. ~~: 入 6 

~~/I/: 計 6 。

説 明

都道監督事務費 6，000円

ー一ーー}一一一一ー一

一一一一 一一一一一一←ー_・--・a・-ーー固目

(款諮収入〉

nu 
no 
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(款〉

(項〉

ス市

1 市

債

債

t 

節
目 本年度 前年度 比 較ミ トーー 一ー一一

区 分 金 額

千円 干内 千円 干ri

1.下水道債 408.5 0 0 31 0，000 98.500 1下水道 債 408.5 0 0 

2都 市 294，600 363，7 0 0 とる呪100 1.新 市 294.600 

下水路債 下水路僚

計 703，1 00 673，7 00 2呪400 -~--レプ/

説 明

南多摩処理区公共下水道管渠埋設 1 8 3， 0 0 0， 0 0 0円

補助分 〈基本額 5 0，0 0 (J， O 0 (l P:{-I到底補助金 3 0，00 0，0 0 0円)

Xtls% 1スU0 0，0 0 0 円

単独分 基本額 174，7 60，000円 X 9 5 ?.0 1 6 6，0 0 0，0 00円

公共下水道多摩市建設負担金 ↑() 8.2 0 0，0 0 0円

補助分 基本額 引256.000円 X8S% ス80 0，0 0 0 pj 

単独分 基本額 10 5.7 76.0 0 0円 X 9 5係 100，4 00，000円

浅川処政区流域下水道建設負担金 9引000‘o0 0 P:J 

補助分 基本額 9 9， 6 6 8. n 0 (i円 X 7 5係 7 4，7 (J 0，0 0 0円

単独分 基本額 2スD7 2，() 0 0円X 9 0妬 2 4司 30 0， 0 0 0 p.:j 

pfI多摩処理区流域下水道建設負担金 18，3 0 0，0 0 0円

補助分 基本初: 1 8，5 3 2，0 D 0 IJ] X 7 5 9b 1 3、900，0 0 0円

単独分 基本額 4，8 9ス000円 X 9 0係 4.4 00，0 0 0円

黒川都市下水路整備 2 66.9 0 0，0 0 0円

補助分 (基本額 2 1 2，5 0 0，0 0 0円一国庫補助金 8 5.0 0 0.00 0円〉

X30%  38.200、000円

単独分 基本額 228，7 00，000円X 1 0 0係 228、700.0 C D円

神明上都市下水路整備

基本額 2ス70 0， (J 0 0 円 X 1 0 0 % 2ス70 0.0 0 0円

-ー・_-ー一一一一一

(款 市 債〉
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3. 歳
(款〉

( ~Î ) 

目

1下水 道

総務費

出
1.下水 道袈

1. 下水道管理費

本年度 |前年度

千円 干円

60，11 9 41，543 

本年度の財源内訳 1 
上じ 較 特 定 財 源

国都支出金 地方債 その他
一般財源

千円 千円 千円 千円 千円

1 8，576 。 60.11 9 。

-84-

節

区 分 金 額

千円

2給 料 29，783 

3. m議員 手当等 2 4，1 7 8 

4共 済 費
e 

ろ，484

呪旅 費 9 2 1 

1 1.需 用 費 817 

1 2役 務 費 216 

i.....-

説 明

。下水道関係経費

一 般 職 1 1人 : 

職員共済組合負担金他

普通旅費 690，000円

特別旅費 231，000円

研修参加 1 45，220円

日本下水道協会関東地方支部総会出席

1 4，000円

下水道事業先進市視察 70，800円

消耗品費 294，000円

消耗文具費 4ス000円
消耗器材費

白地図、フィルム他 1 26，000円

購 誌き5tECr 料 68，000円

被 服 費 53，000円

食 糧 費 1 65，000円

印刷製本費

陽画焼付他 333，000円

修 繕 料

測量器具 25，000円

郵 イ更 料

工事説明会通知他 70，000円

手 数 料

水質検査〈平山台〉

1 2， 1 5 0円X1 2月 1 46，000円

(款下水道費〉
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〈項) 1. 下水道管理費

本年度の財源内訳

日 本年度 前年度 比 較
f持 定 ir 海、

国都支H:栓 地方債 その他
一般財源

節
説 明

区 分 金 額

干円 千円 千円 千円 千円 干l守 千円 千円

〈下水道
1 8備品購入費 4 2 電 卓 1台 1 5，4 0 0円

総務費〉 図 面 立 2台 26，000円

1虫負担余.，補助 678 負 担 金

及び交付金 日本下水道協会本部 21 0，000円

11 関東地方支部 1 1，00 (J P-J 

11 東京都支部 64，80 D円

日本下水道事業団 29呪000円

11 研修 68，000円

多摩川右岸プロック協議会 25.000円

2.下水道 ス191 1 0，587 ム 3.396 50 。ス141 。 乙下水道維持経費

維持費 1 1需 用 費 625 修 繕 来;

平山樋管塗装 400，000円

水位標取付

50，000円x3ケ所 1 50，000円

門扉取付(東豊田〉 50，000円

フェンスナッ ト取替〈高幡〉 25，000円

1 3.委 百七 料 1. 1 6 6 樋管導水路清掃 1，000，000円

樋管点検操作

1，59 0円x6ケ所、 X1 7 rm 162，180円
都道掘削復旧監替事務 3，000円

、

1 5.工 事諮負費 5，400 高幡樋管蛇鏡・河床整備 3，000.000円

東豊田樋管蛇箆設置 2，000，000円

旭が丘雨水吐口補修 400.000 r弓

計 6ス310 52.1 30 1 5，1 80 50 。6ス260 。
し-----------νィイ一一一一一一一一

.-86-
(款下水道費〉
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〈款) 1. ー下水道費

〈項) 2. 下水道建設費

本年度の財源内訳

目 本年度 前年度 比 較 特 定 財 源
一般財源

国都支出金 地方債 その他

千円 千円 千円 千円 干|可 千flJ 千円

1下水道 543，748 425，869 1 1ス879 34，380 408500 100.868 。
建設費

.. . 

. 

.' 

1 

計 543，7 4 8 425.869 1 1ス879 34，380 408，500 1 00，868 。

-88-

官庁

125. 分 金品 ‘額

千円

1 3委 託 料| 3 2，7 g 5 

説 明

。下水道建設経費

南多摩処理区実施設計

1 0.300，000円

雨水管

汚水管

浅川処理区実施設計

4，000.000円

6，300，000 pj 

1 4，764，500円

秋川処理区公共下水道計画変更ス720，000円

ー一一一斗一一

1 5.工事詩負費 1241.360

1虫負担金、補助， 2 6久603

及び交付金

南多摩処理区公共下水道管渠埋設

2 1 4，4 6 0，0 [J 0円

雨水管

汚水管

75，590，000円

1 38.87 0，0 0 0 卜弓

浅川処理区公共下水道管渠壊設

26.900，000 円

負担金

浅川処理区流域下水道建設

1之6，740，000円

南多摩処理区流域下水道建設

23，4 2引000円

公共下水道多摩市建設 1 1 9，4 3 4，0 0 0 p:j 

し_____----------レイ一一一一一一一
〈款下水道費〉
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〈款 ) 1.下水道費

〈項) 3 多摩平処理場費

本年度の財源内 訳

日 本年 度 前年 度 比 較 特 定 財 海、
一般財源

国都茂出金 地方債 その他

節
説 明

区 分 金 額

千円 千円 千円 干円 干f1.! 千円 干flj 千円

1総務費 82，972 64.081 18，891 。 。82，972 。 。多摩平処理場経費

2.給 料 1 4，3 7 0 一 般職 5人

ろ職員手当等 1 1， 5 5 2) 

ー一-一

4.共 済 費 1， 6 7 9 職員共済組合負担金他

引旅 費 ろ? 普通旅費 ろ弓000円

1 1需 用 費 2 .5 9 消耗品費 171，000lXj 

消耗文具費 1 5，000円

消耗器材費

排水流量測定記録紙他 50，0 U 0円

被 阪 費 105.100円

食 糧 費 5，000円

印刷製本費 1 5.000円

燃 料 費

プロノ之ンガス 68，000円

1 2役 務 費 208 通信運搬費
容国転手t 話 業ト 1 06.000円

電話架設料 1 0 D，O 00円

郵 便 来st 2，000円

1 3委 託 来十 3 0.6 8 3 下水道料金収納 1 1. 6 0 0，0 0 0円

処理場夜間業務

1， 2 0 9， 5 4 0円x1 2月 1 4，5 i 4.4 8 0円

処縄場休日業務

1 6 3，5 6 0円x1 2月 1，962，7 2 0円

自家用電気工作物保守

19，950 円x1 2fJ 239，400円

L 

-90-
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(項) 3 多摩平処理場費

本 年度の財源内訳

日 本年度 前年度 比較 特 示炉LとT 財 源
一般財源

国都支出金 地方債 その他

節
説 明

区 分 金 額
一一千円 千円 千円 千円 千円 千円 千円 千円

(総務費〉 機械電気設備関係保安業務 22ス850円
健康診断 36，375円

場内除草 1 60，000円

測定装置移設 1，1 88.0 (l 0円

事務所改築監理 253，500円

樹木整校 500.000円

一-ー

1 5工 事詩負費 23，820 事務所改築 9 2.5 m，2 1 9，500.000円

場内整備

目隠塀、舗装 4，320，000円

1 8備品購入費 346 事務所改築(1(伴う施設備品

机、 ロッカ ー他 :3 46.0 0 0円

2 4.投資及び 1 5 電話債券 1 5.000 円

出 資 金
日一一

2維 持 73，205 1 04，080 ム 30，87 ~ 。 600 。維持管理経安

管理費 1 1需 用 資 2虫15 3 消耗品安

消耗器材費

脱水機用i戸布他 1.4 7ス000円
燃料費 灯油 4ス000円

光熱水費 1ス759，000円
水道料 6 5.0 0 0円x1 2月 780，000 !Ij 
官.t気料 1. 4 1 :1，9 0 0円x1 2月

1 6.978β00円

医薬材料費

高分子凝集剤他 5.370，000円

修 繕 料

プロア一室返送ポンプ修理他 4，500，000円

' 
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(項) 3 多摩平処理場費

本年度の財源内訳
ー

節
日 本年度 前年度 比較 特 定 財 源

般財源
国都支出金 地方債 その他

明説
区 分 金 額

千円 千円 千円 干円 千円 干円 千円 千円

〈維 持 1 2.役 務 費 686 手 数 料

管理費) 流入水水質検査

1 2，1 5 0円X6回 72，900円

放流水水質検査

1 2，1 5 0円X24回 291，600円

重金属検査 1回 75，000円

汚泥分析検査 246，4 00円

通常 1 6司 300円x1 1回
1 7 R31一0000一円円~多項目 1回 67. 

1 3委 託 料 2矢606 汚泥運搬

ス450内x2 3 0 m
3
x 1 2月 20，562，000円

汚水本管清掃(2 5 0 --4 0 0 711711 ) 

平均 1，2 0 0円X2，3 0 0 m 2，760，00[1円

雨水本管清掃 (300""_'1， 3 5 07ll1i1) 

平均 2.18 0円X2，5 0 0 m 5，4 50.000円

、仮体塩素容器耐圧試験

什， 000円X20本 220，000円

スピンドル交換

330円X3 1本 1 0，230円

都道対削復旧監督事務 3，000円

脱水機室改築設計

面積 1 60m2 600，000円

1 5工事請負費 1 3，0 0 0 散気管改良 1 3，000，000円

1 6原材料費 760 人孔ぶた

3 8.0 0 0円X20 個 760，000円

計 1 56，1 77 1 68，1 61 ム 11.984 。 。1 55.577 600 

一一 一一一一一一一一一一kヶー~ 
-94- -95一
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(款) 2. 都市下水路費

(項) 1. 都市下水路費
一

本年度の財源内訳
..0_.-

日 本年度 前年度 比 較 特 定 財 源
一般財源

国都支出金 地方債 その他

質j
ー一一一 説 明

区 分 金 額

千円 千円 干門 千円 干i司 千円 千円
千ICj

1都 市 523，597 511，325 1 2，272 1 2引650 294，600 9引347 。 。都市下水路経費

下水路費 I 1 3委 託 料 1，4 8 0 黒川都市下水路境界石杭設置

1，480，000円

1 5工事請負費 4 7 5，1 7 0 黒川都市下水路管渠埋設

推進 527m、関門Ij200m 

4 4 1，2 0 0，0 0 0円

神明上都市下水路管渠埋設

52 m 33.970.000円

22補償 、補 填 700 管渠埋設に伴う水道管移設補償

及び賠償金 700.000円

23.償還金、利子 4 6.2 4 7 神明上都市下水路償還金

及び割引料 46，24ス000円

f 

， 

-一~

523，597 511，325 1 2，272 129.650 294，600 99，34 r-、 。
‘ 一一一

L ________ て¥~~ 一一一ー一一一--戸ーー戸--二孟一戸ー一ー一
(款都市下水路資)
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(款) 3 

(項) 1 

目

1.7C ，立6.. 

2.利 子

言十

公債費

公債費

本年度 前年度

千円 千Pl

2，666 2，3 8 6 

22，002 54.4 62 

24.668 56，848 

本年度の財源内訳
-一一一一一

比 較
I醸成特出金

rλAヒ.." 財 源 一般財源
地方債 その他

一
千円 fl可 千 I~ F円 千円

280 。 。2，666 。

ム3三，460 。 。22，002 。

ム32，180 。 。24，668 。
」 ι干一一一一一ー 」ー

-98一

節

ト一一一『一一一一一一一一一一一ー 一ー一一時

区 介 乙~2、 額

{円

23償還金、利子 2，666 

及び割引料

ーー

23、償還金、利子 2 2、()0 2 

及び寄IJ引料

一こご///

三見 l現

o -fli僚の元金償還縦貸

イ寅還花金 2 666，000円

一一一一一

。市僚の利子償還経資

イti選利子 22 002.000円

一一一一一一一'一一一一一一一ー
-戸ーーーーー

(款公債授)
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給

一般 職
(1 ) 括

区 分 職員数

本年度 1 O人

トヂ; 1 4 

2 

与 費 明 細 謹 ;
医ヨ

会主、
11'ロ 1 LV.'-""ff:: I J杭 U)矯滅事由

ト~f}j増減額 liU槌
1 1円 I1給与改定 | 千円

K 伴う I1，749 
増 加介

費与
共済費 !合計 !備考

給 料 |職員手 法I I 計
ヰ内 i 干I'J1叩『中 千円

4 i.l， 1 5 3 . I 3 ~:)， 7 3 1 I 7ヌ884

5ス94ヲ I3 0，04 7 I 6ス996 
~ 2 0 4 I ~6 8 4 I 1 t 8 8 8 

給与改定の状況
L給与改定さ容 4.54需

品:ij年度J給与改定実施時期
¥ 56ifo4月1日

本年度給与改定率、 3，0場

2.普通昇給 I I平 均 昇 給間差×現K在職す |平均昇給率 3.33% 
K 伴 う I1，.391 Iる職員数X1 2ク月 I (昇給期)(職員数)
増 加 分 l' I ス243円X1 6人 X1 2ヶ月I r 4月 7人

‘ = 1， ，391干iIjI 昇給期見iJ j 7月 4人
職員数 I 1 0月 5人

¥ 1月 2人

職員数の変動κ係わる増額 |職員の異動状況
~ ， ~~~~lT~:" lL"""Y.. I (卯こ在月間(利也X計〉
給与改定留保鶴 ! ¥る職員政
57年度(3.0係)-56 I本年度 1 6人 U人 '16人
年度(3.0%) I 1百年度 1 3人 1人 14人
:，237千FJ- 1， 1 07千円 |消滅 5人ム?人 2人

= 1 80千円

千円 l 干I'J

5. 1 6 3 I8 5. 0 4 7 

4.438 17 2.4 3 4 
自一一一一→一一→一一一

725 11 2，6 1 3 
給

職員手 ! 扶養 手 当 2，7 1 3 

当 の| 住居手当 1， 056 

i内 訳!特殊勤務手L 2

初任給の状況

区分

5 7年 1月1fl 

現在

5 6 ~手 1 月 1 !司

現在

調整 手 当 4，429 

通 勤手 当 1，342 

期末動勉手当 21，275 

千rJ
管 理 職手 当 2，333 

時間外勤務手当 1，887 

6，204 

明 備 考

表 上 4.40%
実質 4.54%

の改定

3.ぞのイ也の

増減 分 る，064

学歴 |一 般職

高校卒 I 1o 2， 1 0 0円
ト一 一 一一一一一一一一
大学卒 I1 1 8， 3 0 0 
高 校卒 I 9町1o0 

l 大学卒 i 115，900

1.調整手当
の増減分

n礼:
人，，¥

kヨ
'"司‘

2.期末勤勉
手当の
増減分

一般職員一人当 り給与費の状汐し

l区分 I--刊円
本年 竺| 竺 93千円 一一i
!前年度 I 4，8 57 I 

平均給料月徽及び平均年齢の状況

区 分

5 7年 1月 1日 | 平均給料月額
現在 |平均年齢

ー一

一 -
4

ヨ4
ah

一-

手

日，684
5扶養手当
の増滅分5 6年 1月 1日 |平均給料月組 I 2 3 8. 2 1 5円

i 現在|平均年齢 | 580 才
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4.管理職手
当の増減

分

5住居手当 1 1 32 I職員の変動に伴う増額
の増減分

等級別職員数の状況

区 分 一 般 職

5 7年 1月 1日 1等級 C人 4等級 1 0人
一一 ト一一一一一一一ー

現在 2等級 5コー匂ーζ1ふ4・土危廿正 2 

3等級 5 言十 1 6 

1等級 。 4等級 9 

現在 2等級 5等級 。
3等級 5 百十 1 3 

-ー由自由ーー“一ーー'"/
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I 1 3 I 11 

6時間外勤
務手当の I528 I業務増大K伴う増額
増減分

スその他の I461 I特殊勤務手当
地減分 1 I通勤手当

66千円

395 
運賃の改定K伴う増額

-103-



事 項

神明上都市下水路整備

(第 1期)

神明上都市下水路整備

(第 2期)

神明上都市下水路整備

(第 5期〉

区 分

下 水 道

限度額

千円

1 2スヲ13 
(矛i仔 50，123)

1 6ス286
(矛仔 65，7 0 6 ) 

71， 448 

債務負担行為で翌年度以降にわ

支出額 の見込及び当該年度以降

前年度末主での支出(見込)額

期 間 /三¥百E 額

千円

昭和 51年度から 66，319 

昭和 56年度まで (岸田二 3 2，981 ) 

昭和 .52年度から 6ス241
昭和 56年度まで (矛!斤 38，2 1 8 ) 

昭和 53年度から 19，327 

(矛仔 24，007) I附 i5 6年度まで !(不仔 Tれ 50)

f責

地方債の前々年度末(iておける

当該年度末における現在高の

前々年度末現在高
前年度末現在高

見 込 tι~!{ 

千円 千pj

1 6 6， 3 9 2 2 9 4， 5 0 7 

-104-

たるも のについての前年度ま での

の支出予定f頒に関する調書;

当該年度以降支出予定額

一一
主丹 間 ノミヘlZ: 額

一ー
lfg 

左の財源内訳

特定財源

千円 干l司 千ドj

昭和 60年度ーまで 5 4，8 7 tr 

(矛仔 1 0，4 2 2) 
c I 0 I 5 4， 8 7 4 1 0 

叫 1出 :j fff205.2 4 8) 

1昭和 O2年度まで 5 1日27 
(矛i斤 10，363) 

場在高並び(riζ前年度末及び

見込に関する調書

。
一一

fU -1 

当該年度中増減見込 額

当該年度中 当該年度中 元 金

起債見込額 償還 見込 額

千円 千円

7 0 3， 1 0 0 芝、 666

-105-

。9 2，8 0 5 。
一一一ド一一一一

。5 1. 

当該年度末現在高見込額

千円

9 9 4， 9 4 1 



昭和 57年度

市立総合病院事業会計予算書
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昭和 57年度 目野市立総合病院事業会計予算

(総員u) 

第 1条 昭和 57年度 日野市立総合病院事業会計の予算は次に定めるところ

による。

(業務の予定量)

第 2条 業務の予定量ーはつ ぎのとおりとする。

t 1 )病 床 数

(2) 年間患者数

入 院

外 来

(3) 一日平均患者数

人 院

タト ;来

(収右主的収入及び支出)

162床

48、910ノ¥

1 3 3，6 5 0人

1 3 4ノ¥

450ノ¥

第 3条 収益的収入及び支出の予定綴はつぎのとおり定める。

収 ノ¥

第 1j款 病院事栄収益 1. 7 1 4.4 5 0千円

第 1~頁 医業収益 1， 2 5 8，9 5 1千FJ

第二頁 医業外収益 4 5 5， 1 9 7千円

第 3~百 特別利益 302千円

支 出

第 T款 病院事業費用 1， 7 1 4，4 5 0千円

第 1項 医業費用 1， 6 5 3， 5 4 3 HJ 

第 2項 医業外費用 6 0.1 0 5干jll

第 5項 特別損失 302千円

第 4項 予 イ庸 費 500千円
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(資本的収入及び支出)

第 4条 資本的収入及び支出の予定額は次の とおり定める。(資本的収入額

が資本的支出額に対し、不足する額 22，0 0 0千円は過年度分及び当年

度分損益勘定留保資金で補填するもの とする。)

収 入

第1款 資本的収入 1 44，95 2千円

第 ?項 」人工:.. 業 債 78.000千円

第 2項 出 資 金 6 6，9 5 1千円

第 5項 固定資産売却代金 1千j'j

支 出

第 1款 資本的支出 1 6 6，9 5 2千円

第 1項 建設改良費 1 .5 6， 4 2 2 +rJ 

第 2t質 看言語婦 ・准看議婦貸付金 1千PJ

第 3項 企業債償還金 1 0，5 2 9 r 円

(企 業 債 )

J第 5条 起債の目的、限度額、起債の方法、利率及び償還の方法は、次のと

おり定める。

'--' 

利率~竺起債の目的 阪皮:鋲 起債の方法

日野市立総合 7 8，0 0 0 千円 証書借入 虫0% 起債の

病院医議長機械 以内 合めて

器具燐入事業 返する

者B合、に

償還年

ことが

(一時借入金)

第 6条 一時借入金の限度額は 10 0，0 0 0千円と定める。

-108-

還の方法

日;ご十上り.1}~置 J訪問を

3 0年以内に償

ただし、財'a'丈の
より i括置期間及び

1肢を短縮し、 もし
利債に借り替える

できる。

(議会の議決を経なければ流用する ことができない経費 )

第 7条 つぎに掲げる経費については、これらの経費の金額をこれら以外の

経費に流用 し、 又、 これ ら以外 の経費をこれらの金額に流用する場合

は、議会の議決を経なければなら ない。

(1 ) 職員の給与費 1， 0 4 9， 7 0 7 l ilJ 

(2) 交際費

(3) 食糧費

(他会計からの補助金 j

500千円

1 2 0 II可

第 8条 支出負担区介及び収括的収支益びに資本的収支に対する補填のため、

一般会計から この会計への補助を受ける金額ーは 41スo1 5千円であるの

(担ijIHJ沿jf[:の綿入限度部 〉

第 9条 柑!卸資産の購入限度額は 40ス543千円と定める。

!出井口 5 7年 5月 9日 提出

日野市長 桜 田喜美男

--'109-
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昭和 57年度

市立総合病院事業会計予算

実施計画及び説明書



昭和 57年度 臼野市立総合病院事莱会計予算実施計画書

収益的収入及び支出
収 入

区I-
1臆|| 円

，---一一ー一一ー一ーーーーー一一-，---

予定額 走

干円 千円

1，71 4，4 50 
. 

1， 258，951 
ー、伊

1.入院収益 7 61，284 
トー一

入院収 益 761， 284 1 5，565円 (患者1日1人当 り収入 )
x 1 34人(1日平均患者数 )X365日

2外来収益 45ス617 

外来収益 45ス617 3，4 24円(患者1日1人当り収入)
X 450人(1日平均患者数 )X297日

3.そのイ也 40，050 

医業収益
室料差額収益 1 5.600 

公衆衛生活動 5.782 集団健康診断 5，595

収 主主 予防接種 1 87 
トー

医療栢談収益 ;'870 育児相談 575、個人健康診断1，295
ー

安託検査施設 5，4 f3 '? 
利用収益

500 
診受託料

医そ業の収 他益l 
ー

1 0，809 文休書日料夜、間容、器第料一次fti~救急事業受託料、

2医業外 455.1 97 

収益

1受取利配当息 675 
及び

金 預金利息 675 

2イ也会計 250.000 
補助金一

他会計補助金 250，000 
a四

ろ者j5補助金 81，232 

都補助金 81，232 市町村公立病院運営事業補助金
72，900 

院内保院育特事殊業運営費補助営金 補3，2助40 
公的病 診療部門遥資 金

5.092 

4.交負担金 1 00，064 

付金
L 
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款 項 自 節 予定額 偽- 考

負担金交付金
千円 千円

1 00，064 検査センタ ー 3，660 

企看業護債婦利養息成 25，4 60 
准 費 矢来765 
オープンシステム往診医委託 1.20 

入市町師急院研村指助特究定産研増JjiJ交修嵩費経付費税 30.1 70 1 50 

医急師 1.856 
救尚 費 1 8.743 
度医療Kかかる増嵩経費 10，240 

ーー

5.患者外給 8，71 8 
食収益 一一一一

給患者外 8，71 8 職員食 6，090 付添食 2，628 
食収 益

6.その他医 1 4，508 
業外収益

不 用 EL1J 口 1， '129 現像液イ也
売却収益

その他医業外 1 3.379 南多摩東部共立病院補償被てん金
収 益 6.1 5 (J 

'託話使用料 1，963 
ガス使用料 65 
売j苫使用料 2/~ 0 

託児料 1，440 
医師住宅使用料 1，476 
南多摩東共立病院事務委託料

1，500 
そ の他 545 

3.特別 302 
手iJ 掻

1.間短資産
売却益

売匿i定却資 建益

2.f過兵 年度 300 
益修正 一

過益年修 度 30u 
損 正

3その他
特別利益

そ の 他
特別利益

一一一一 一一一 一一_.一一一一一一 一一一一一一L一一一一

支 出

主11邑yん、 項 目 節 予定鎖 備 考

千円 千円

1.病院事 1， 71 4，4 50 
業費用 --

1.医 業 1， 653，543 
費用

1給与費 1，04引707

(給 料) 474，399 

医 師 主合 5史036 医師 1 6名

看護婦給 21 1，805 看誕婦、准看護婦・助産婦 88名

医療技術員給 65，690 医療技術員 22名

事 務 員給 5虫803 事務員 ・保母 20名

労務員給 78，065 労務員ヌ7名

(手 当) 421，300 

医師手当 88，4 4 7 扶養手当 1 0，54 1 

特管殊理職勤手務手当当
20，899 
55.1 50 

看護婦手当 1 7ス369 調覧手当 45，340 
時間外手当 26，286 
夜間勤務手当 8，526 

医療技術負 51，589 住民手当 1 1，1 24 
子= 当 通期勤手当 1 0.539 

末勤勉手当 220，845 

48，399 宿日直手当 1 2.050 

労務員手当 55，4 9る

(賃 金 ) 7虫077

医 自市 旦小正口、 5ス302 内科・小児科・ 産婦人科 ・整形設外
科 ・耳鼻科 ・皮ふ泌尿器科 療
医師

看護婦給 1 2，1 1 6 外来看議当直紛(5名)8.3 6 2 
助産婦 3，754 

医療技術員給 2，51 8 技術職 2，51 8 

事務員給 3，6 A 1. 事務員 (外来窓口、保険請求事務 )
3，641 

労務員給 3，500 託児室保母 ・助手 3，500 

(報 酬) 168 

委員報酬 1 68 病院運営委員会委員
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事大 項 目 節 予定額 備 ゑJ壬

千円 干円

法定福利費 54，763 共済組合負担金他

退職給与 資 20，000 

2.材料費 396，1 1 4 

薬 口口rJ 費 31 8，680 外内服用薬 154，342 注射薬 108，900 
薬 25，1 20 試薬他 30，31 8 

診療 材 料費 5ス560

X綾材用フ衛酸2，料材5ィ生素4料ノ材4レ7・3ム2料笑0Y注気195射70Aガ20器4輸1ス44注液そ92射輸の総，8現針血他合6像Dセ1糸1定76ッ針カ9着6類テ卜97被63整218 テ， 日口

27 
96 
ノレ類
形用
検査

給食材 料費 36，774 患者食 1 34人.X36 5日

医療消耗備品 3.1 00 鉛子類 450 ~IJ万類 250 手術用器具
650 摂子類 250 カストトレー類 300
尖万類 150 検査用器具 250 X線用
器具 '150 病棟用器具，I~ 5 0 救急用器
兵・ その他 200

3.経 費 1 80，227 

宇佐 f賞 資 1 0.240 特殊診療医師 2，650 麻酔医 6，240

緊急手術時招へい医師 900 特殊検査
医師等 450

旅 費交通貨 1，250 普通旅費

職 員被服 資 1，679 看護衣 410 予看防衣帽 1 33 診療衣 135 
看護議靴術 275 設 子 28 靴下 11 6 
看 衣 58H医R師用術衣 14 0 手術用
帽子 15 作業 24 調理衣事務50 男 ・
女ズボン30 白長靴 30 服 235

消耗 品 費 6.41 5 トイレットペーパー 682 洗剤石けん類
61 8 コεムt:iJ194 文具類 565 タオ
ノレ類 616 医療用消耗品 1，377 紙代
821 茶代 332 その他 1，210 

消 耗備品 費 2，000 給事務食用イ胎品450 医療用柿j類備品 600
食用備品400 整理 450 その
他 100 

光熱水費 5ス015 電気料 18，81 6 氷道料 33，966 ガス
ィヘ~ 4，2 5 3 

燃 料 費 1 6，068 ボイ ラー;重油 15，390 ガソリン 401
自家発用軽油 21 白灯油 187 プロ
パンプjス 69

食 糠 費 1 20 運営委会員議会時茶費葉T子O代 5 招へい医師食事
千¥;7 ~~.~~j!( 1 08 

-11 4--

;設: 節

干円 l 千円

現 目 予定 甑 備 考

印刷製本質

修繕 ï，~

t1，0 81 I薬袋 275 収入支出伝票 100 レン
トグン袋 329 決算報告書 66 製本
代 1，230 P S代 30 名刺印刷代 10 
庁内印刷用版下 80 フィノレム代 70
ピンク紙代 179 コンビューター用 レセ
プト 300 医薬品集 500 感圧紙紙
代 600 医学雑誌合冊製本代 140 
自動分析用伝票 80封筒その他 92・

8，31 9 I医療用機械器具 4，554 建物 1.728
ボイラー配管等 1，687 自動車 350

800 I医師賠償責任保険 O1 0 保 育室保育
児災安保険 1 自動車損害共済 40
建物共済 43 自動車保険 106 

23，844 I寝兵.5.533 当直用寝具 366 ボクッ
トぺレ187 テレ ピ72 自動車 219
高速道路使用料 3 医師住宅 2，218 
駐車場_10東部共立病院建物使用料
36 医師住宅敷金 200 医療機械借

上15‘000 

委 託 料 I 42，378 I清掃 11‘634特殊検査 14，364 
病理組織検査 5，153 おむつ洗濯
1，21 5 白衣 ・予防衣洗濯 2，106 
エレベ ーター保守 807給会 リフ ト
保守 133 胞衣処置 852 冷)J}機保
守 650 給排水管保守 535 電話交
換依保守 443 :7イノレムパッチ測定
1.5 0 (j家用電気工作物保守 458
X線胸部間接撮影 572 院内消毒
200 X線漏洩線量損IJ疋84 レセ
Iプ ト計算委託 261煤煙.担11:逗87
電チレジスター補修 66 ポイラ『
連転安託 448 医局作業員委託 803
オープンシステム往診医 20 高iま水
槽清和;.1 60 自動火災報知設備 227
白神火災通報誌倫 540 消防器具全
般 11 0 空調設備保守 180 小担ボ
イラー1!Aq士12 0 

保険料

賃借料

制

一
費

述

一
会

両
一
ニ

却作間

3，1 20 I電話料・ 5.000 切手、ハガキ代 120 

1， 3 53! 日野市医師会 126 東京都医師会 96
1三多摩公立病院運営協議会 70 日本
不妊学会8 八王子 ・日野保健所管内
病院婦長会3 日本看護婦協力資 50
八南助産婦会 20 東京都病院薬剤会
61 [琵応関連病院食養研究会 5 南多
摩i渥師会 270 日本医師会 134 日本
及び東京都衛生検査技師会 72 日本産
婦人科学会16 日本及び東京都放射綜
技師会 75 日母 ・東母南多摩産婦人科
医会94 東京都ボイラ ー技師協力会 6
南多摩医師会連盟 38 全国自治体病院
l協議会 108 南多摩地区病院事務研究
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款 項 目 節 予定額 考
款 項 自 節 予定額 イ席 考

千円 干円

会531日 全国防火自管治理体病者院B開慶設応者協義議塾病大会

学薬関連日病野他院長会 25 全国都市立 院
局長会 7 

干円

2食患材者外料給費
8，148 

給患食材者料外費 J 

8.1 48 職員食、付添食

雑 1月5茎王1 1， 045 
麻薬慰及レ取金びピ保受扱9信存手日数料 32 広告料 50 解剖弔 計量器検査料 10 病理解
苦iJlJza+~::H:~ 8 0 精度管理調査 40 
テ イ存言料資 30 ゴミ処理手数料資 71 3 

ろ養准看成護婦費 引765 ; 

費 i
一ー

ポ~ヨ、 ート干 8，050 委託生徒3.8名、給料 4，978、
手当他 ，072

交 捺 費 500 病院長及び病院交際費

4滅償 却i価蛍
23，781 

賀zflT il 来季 1， 71 5 入学資金100 受験料・ 15 制限代 200
交通 480 授業料 720 教科書代
50維持費 150

」ー・ー『戸

建物 減価費 6，034 
償却

4雑損失 2 

構 築 物 256 

減価償却費 -ー

1ス180 
減価償却費

車 事柄
減価償却費

コー !、J頁~;ー 恐;

減耗費

三日IEE 302 

一- 一一

' 

閲売定却資 産JRi! 
一一一一 ー‘司 一一‘

棚資産減耗安費[J 

2.;;~Q 年度 3CJO 

松益修正
度 ;過 ーι~(1正 1 :よ 300 

回逗資産費、
除去iJ

損益修正 l

ろその他

6.研 ヲE
研修費

研究材料費 400 医学(研究用材料及び教材費

特別指失
-t:の告12 : 
特月Ijt員失!

議? 金 240 悩へい講師総生
4.予備科 500 I 

凶 者: 費 1，200 医学図書 800 その他 400
ト岨

旅 資 1，575 医師及び技師 ・右-設婦等学会出席旅費

I1予備1 500 

備 ft| 500 ! 

研究雑費 297 学会出席者会費等

2.医費業外用 60.1 05 

1.支払利息 42，1 9 0 

企業債利息 38，1 90 

一時借入 金J息 4，000 
利
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資本 的収入 及び支出

出収 入 支
一
款 口

出 節 イ庸 考
款 項 目 4lヨ語{ii 予定額 イ浦 考

干円 千円

1.収資本入的 144，952 

1企業債 78，000 

1.企 業債 78，000 

よノ工¥、， 守フゼqャζ よM工Z 78五司有形回定資産隣人資

2.出資金 66，951 

1.一般会計 66，9 51 
からの出 一
資金 一の般出会計資か金ら 66，951 

建形業設改固債定良元利資質分
5，227 

有 産購入按分 5 1，1 95 
企 償還金分 1 0，529 

ろ回定到資] 
産売
代金 1. 1~1 定却資産

売代金

固売定却代資 訂金|
-----

項 1-予定額 i 
i 千円| 
166.952 I 

i156422j 

1改良資I I 7，227 ! 
百Z;負 費 | ;:7動力配線工事費
I I 事務室拡幅工事

I 産科病棟 トイレ改修

2.有形回定 1 I 1 4引195
資7~r.購入 「一一一一一一 i
資 l有形!包定資注 I 1 14虫195 医療機械 80，000 

購 入 質| 空冷式エアコ ン 2，9 1 1 
I i渇科用診療台他 3 O，U 0 0 
l i電算機購入他 36.284 

-ーーー一一一一 l 一一ーーー-L

ト - i --L-L」一一一
1右諮問l'I I 1 I 
准牽i護婦 ト一一一一一i 一一十一一一
貨千j金 |看議婦 ・?ftJ[j I I i 

|設的貸付金 I 

I 1 0，529 ! 
一一十一一一一一一一一ト

1 1 0.52こし
企業債償法全 1 10529!企業債償還金

千円

1.資本的
支出

1.建設
改良費

1，000 
4.227 
2，000 

2.看訟婦
准看護
対貸付
，L.>、
:;:tz: 

Imhz 
資本的収入額が資本的支出鎖‘に不足する額 22000千円は過年度分及び当年度分

損益勘定留保資金せ補てんす る。
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昭和 5 6年度 日野市立総合病院事莱会計予定損益計算書

昭和 57年度 日野市立総合総院事業会計資金計画 (前年度)

(単位:千円)
(昭和56年 4月1日~昭和57年 3月 31日〉 (単位 :千円 )

区 分 前年度決算見込 当年度予定額 増減 (ム印減)
医 業 収 ，話:

~ζ L 入 資 メ王立〉 2，4 1 5，6 1 9 2，0 6引90 1 ム345，7 18 
(1 ) 入 院 収 ::u〆I't 6 8 0， 1 1 5 

(2) タト 米 Jf5( 主t 4 4引44 1 

事 業 収 益 1， 1 2 1， 6 9 5 1， 2 8 3， I 5 3 1 6 1， 4 5 8 (ろ) その 他 民議収益 3ス082 1， 1る6，63 8 

前 年度 未 収金 I 6 5，7 2 3 1 0 0，5 0 0 ζ三込 6 5，2 2 3 
2. 医 業 費 j有

(1 ) 給 一十子 費 1. 0 1 6， 0 5 8 

一 般 会計出 資金 3 6，3 0 2 6 6，9 5 1 3 0，649 
(2) 材 キ:1 fま 3 3 8， 5 2 1 

行) 経 設 1 4 4，9 (3 2 

他会 計負 担 金 8 3，8 7 5 1 0 0，0 6 4 1 6，1 8 9 (4) 減価償却i 俊 2 3， 6 3 8 

他 会 計補助 金 23 0，0 0 0 2 5 0，0 0 0 2 0，0 0 0 
(5) 資産減耗費 2 

(6) 研究研修資 ，).6 6 2 '1， 5 2 6. 8 6 3 
一

者日 ネ南 助 金 7 5，2 7 6 8 1， 2 3 2 5，956 
医 ー主λ企之ン 損 失 3 6 0， 2 2 5 

3. 医業外収主主
11:工二¥ 業 債 4 1 3，0 0 0 7 8.0 0 0 ム33 5，0 0 0 (1 ) 受取利息及配当金 525 

一 時 1i士ヨk 入 金 1 0 0，0 0 0 1 0 0，0 0 0 。 (2) イ出会計補助金 2 3 (J司o(J 0 
(3) 者iS 千:ri ~[j 1r.~ 7 5.2 7 6 

国定資産売却代金 。 (4) 負担金交利金 8 3，8 7 5 

(5) 患者外給食収益 6.3 9 5 

前年度繰 越 金 1 8引747 1 0，0 0 0 ム17呪747 (る) その他医業外収主主 1 1， 8 0 1 4 0ス872
一一一一

支 払 資 金 2，4 0 5，6 1 9 2，0 4 4，9 0 1 ム360，7 18 
4 医薬外資問

(1 ) 文 tL ;利 J尉、 3 2，5 7 8 

事 業 費 用 1， 2 9玖573 1， 6 5 6、542 3 5 6， 9 6 9 
(2) 患者外給食材料校 5、89 2 

(3) 准看護婦養成農 3， ¥) l 5 

前年度未払金 342，1 16 1 2 1， 4 0 5 ム22 0， 7 1 1 (4) 雑 .m 失 2 4ス14 7 

~:理 。1‘1与~ キlj 桧ー 500 
貯 蔵 口に口1 2 2 。

5 特: 月iJ 不iJ 益

建 設 改 良 費 6 5ス626 1 5 6，4 2 2 ム50 1， 2 0 4 
(1 ) 同定資産売却益

(2) J品年度損益修正 :5 0 0 

看護婦貸 付 金 。 (3) その他特別利益 302 

6、 /待 別 t長 失
企業債償還金 6，302 1 U，5 2 9 4，227 (1 ) 間定資産売却l損

一時借入金返済 1 0 0，0 0 0 1 0 0，0 0 0 。 (2) 過年度損益修正 300 

(3) その他特別損失 302 

差 ヲ| 1 0，0 0 0 2 5，0 0 0 1 5，0 0 0 斗ーでコt， 年 度 純 赤リ :益 500 

前年度繰越利益剰余金 9 6，3 5 9 

当年度未処分利益剰余金 9 6，8 5 9 
-ーー. 
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昭和 56年度 目野市立総合病院事 業会計予定貸借対照表(前年度)
(昭和57年 5月 31日)

一一
資 産 の 吉日

:-.. 

負 債 。〉

固定資産 千円 千円 千円

4.流動 負債 千円 千円 干円

(1 ) 有形町!定資産
(1) 一 時 借入金 。

イ)土 地 5.59 8 
(2) 未 チム 金 121， 405 

ロ)建 物 8 5 8，8" 5 (3) 前 戸J又2， 金 2，500 

建物減価償却引当金 9 2，0 G 5 7 6 6. 8 9 0 
一 一 (4) 預 り 金 1 0 

ハ)構 築 物 5， 1 4 4 

構築物減価償却引当金 3， 0 3 5 2. 1 0 9 
流動負 債 合計 1 2 3，9 1 5 

ニ)器憾備品 3 3 2， 7 6 7 
負 債 ぷEbZh 言十 1 2 3，9 1 5 

器械備品減価償却引当金 1 .5 8，2 4 1 1 7 4， 5 2 6 
資 本 の

ホ〉車 鞠' 5‘238 
5. 資 本 金

車輸減価償却引当金 1， 9 8 3 1， 2 5 5 
(1) 自己資本金 3 4 2.6 5 7 
. 

(2) 借入資本金

有形同定資産合計 9 5 0，3 7 8 t 

ι企 業債 5 0 3‘682 5 0 3， 6 8 2 
一 一e 

fft 本 金 β口h 言H 十， 846，339 

(2)無形閲定資産
6. 東j 余 金 ，

イ)電話加入権 1 0 2 1 (J 2 
(1 )資本剰余金 : 

イ)国庫補助金 6，9 4 1 

無形固定資産合計 1 0 2 
ロ)者15 補円力 3外Z、 伝067

回定資産 企1=1ト 9 5 0，4 8 0 
ハ)受贈財産評価領 359 

， 資本剰余金合計 1 6， 3 6 7 

2. 流動資産
(2) 利益剰余金

(1 )現金預金 I 0. 0 0 0 
イ)当年度未処分利益剰余金

(2) 未 収 /主¥主 1 0口、 50 0 
繰越利益剰余金年度末残高 9 6，3 5 9 

(3) 貯 蔵 品 2 2，5 0 0 
当 年度純利益 500 

利益剰余金合計 9 6，8 5 9 

(JfE 動 資 産 ぷfコ通、 1 3 3，0 0 0 剰 余 金 メiJ2h  言十 1 1 3， 2 2 6 

資 定 ぷlコ』 '1， 0 8 3，4 8 0 
= 資 本 金 よロ』 言十 959，565 

負債 資本合計 1， 0 8 3，4 8 0 
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昭和 57年度 J日野市立総合病院事 業会計予定貸借対照表 (当該年度)

(昭和58年 5月31日)

資 産 の 音E ._ 
間定資産 千円 千円 千円

負 債 の 部

4 流動負債 千円 千円 千円

(1 )有形固定 資産
(1 )一時借入金 。

イ)土 地 5，598 
(2) 未 払 金 1 2 4，0 8 5 

ロ〉 建 物 8 6 6， 1 2 2 

建物減価償却引当金 9 8，0 4 9 7 6 8， 0 7 3 

(3) 前 戸3Z乙与 金 2， 5 0 0 

(4) 預 り 金 1 0 
ハ)構 築 物 5， 1 4 4 

構築物減価償却引当金 3，2 9 1 1， 8 5 3 

流動 負債合 計 1 2 6， 5 9 5 

ニ)器 械備品 4 8 1， 9 6 2 

器械備品減価償却引当金 1 7 5，4 2 1 3 0 6， 5 4 1 

負 す( ぷロ~ 1 2 6，5 9 5 

ー
ぞ"手寸 本 の 百E

ホ)車 鞠 3， 2 3 8 ーーー一 一 一吋

5. 資 本 〆エ〈L¥E 

車軒減価償却引当金 2，294 944 
(1) 自己資本金 4 0吹608

(2) 悩 入 資本金

有形固定資産 合計 1， 0 8 3， 0 0 9 

(2) 無形回定 資産

イ)電 話加入権 1 0 2 1 0 2 

企業悩 5 8 1， 6 8 2 

れ本金合計 9 9 1， 2 9 0 

6. 来I.! /一k個 τどIうF、: 

無形固定 資 産合計 1 0 2 
(-J) 資本剰余金

固定資産合計 1， 0 8 3， 1 1 1 
イ)flil庫補助金 6，9 4 1 

ロ)部補助 金 9， 0 6 7 
2.流動 資産

ハ )党問財産評価;鋲 3 5 9 
(1 )現 金 預 金 2 5，0 0 0 一 一一

資本剰余金合計 1 6， 3 6 7 
(2) 未 収 金 1 0 0，5 0 0 

(2) 利益剰余金

(3) 貯 蔵 品 2 3，0 0 0 
イ)当年度未処分利益剰余金

流動資産合 計 1 4 8，5 0 0 
記長越利益:刺余金年度末残高 9 6， 8 5 9 

当年 度 純利益 500 

利益剰余金合計 ?ス 35 9 
一 ーー ー

来Ij 余 金 ぷE3』 計 1 1 3， 7 2 6 

資 本 金 Jロ~ 言十 1， 1 0 5， 0 1 6 
、負 産 Aロ』 言十 1， 2 3. 1， 6 1 1 

負債 ・資本合計 1， 2 3 1. 6 1 1 

-'-1 24ー
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給与費 明細 書

1.総括

職員数 給 与 重量 法定
-区 分 A日h 計

特別職 一般職 報酬 給料 賃金 手 当 計 福利 費

8 人 1 73 人 乎周 乎阿 手門 乎阿 手阿 平岡 司F内

本 損益勘定支弁職員 1 68 4 74，399 79，077 441，300 994，944 54，763 1， 04 9，7 0 7 

年 資本勘定支弁職員 。 。 。 。 。 。 。 。 。
度 -&コh 計 8 1 7 3 1 68 474，399 79，077 441， 300 994，944 54，763 1，04 9， 7 0 7 

前 損益勘定支弁職員 8 1 73 1 56 4 5 2，4 9 3 73，085 400，957 926，691 57，1 97 983，888 

年 資本勘定支弁職員 。 。 。 。 。 。 。 。 。
度 ぷロ~ 計 8 1 73 1 56 452，493 7 3，0 8 5 4 0 0，9 5 7 926，691 57，1 97 983，888 

比 損益勘定支弁験員 。 。 1 2 21，906 5，992 40，343 68，253 ム2，434 65，81 ')> 

資本勘定支弁職員 。 。 。 。 。 。 。 。 。
較 J口L 計 。 。 1 2 21， 906 5，992 40，343 68，253 65，81 9 

扶養手当 10，541 調 整 手当 45，340 管理職手当 20，899 住居手当 11，124 干円

手当の内訳 通勤手当 10，539 宿臼直手当 12，050 時間外手当 26.286 期末勤勉手当 220，845 

特殊勤務手当 55，150 夜間勤務手当 8，526 退職 手当 20，000 

一 般職員 1人当り給与費の状況

区 分 1人当り給与費

本? 年度 5，1.77 干円

前 年 度 4，875 

初任給の状況

区 分 学歴 医 師 看護婦 医療技術員 事務員 技能労務員

5 7年 1月 1日 高校卒 円
1 02，1 0 ffl 1 06，1 0 ffl 1 02，1 0守 1 02，1 0 tfl 

現在 大学卒 21 1，500 1 1 8，300 123，300 1 1 8，300 1 1 8，300 

5 6年 1月 1日 高校卒 99，1 00 1 02，800 99，1 00 ?呪 100 

現在 大学卒 201，000 1 1 3.900 1 1 8，500 1 1 3，900 1 1 3，900 

平均給料月額及び平均年齢の状況

区 分 医師 看護婦 医療技術員 事務員 技能労務員

5 7年 1月 1日 平均給料月額 292.6 2 ~ 1 96，54号 233，98f1J 220.45守 228， 89~ 
現在 平均年齢 37.7才 35.2才 38.4才 37.6才 45.9才

5 6年 1月 1日 平均給料月額 31 9，1 86 1 89， 41 9 219，000 212，305 216，848 

現在 平均年齢 43.8 35.6 37.7 37.2 46.0 

等級 別職員数 の状況

区 分 等級 医師 看護婦 医療技術員 事務員 技能労務員

2 人。人 。人 1人 。人
5 7年 1月 1日 2 6 (1) 。 。 。
現在 5 6 (1) 6 4 2 。

4 54 1 6 1 7 25 

5 21 (6) 1 (1) 。 2 

計 1 4 (2) 82 (6) 21(1) 20 27 

2 。 。 。
5 6年 1月 1日 2 9 (2) 。 。
現在 5 5 6 4 2 。

4 54 1 7 1 7 27 

5 1 7 (9) 0(1) 。 。
計 1 4 (2) 78 (9) 21 (1) 21 27 

)内は補充予定職員数
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2 給料及び手当の増減額の明細

給|

21，906 I 

料

手

40，343 

増減額の増減事由別内訳| 説 明

干円 給料表 (二) 医師

1.給与改定に 表上 4.85% 実質 4.86% 

伴う増加分 1 8，81 2 給料表(一)医師以外の職員

表上 4.40% 実質 4.54% 

(平均昇給間差×現に在職する職員

2普通昇給に 1 3，924 数 )X 1 2ヶ月

伴う増加分 7，0 7 5円x1 64名x1 2ヶ月

戦員の異動に係わる滅額分

3その他の 16 
増減分 I1 0，830 I給与改定留保分

1 1. 468千円

57年度(3.0係)-56年度 (3.0係)

13，817干円ー 13，179干I'J= 638千円

1調整手当の | ω60  I給与改定による増加額
増減分

2期末勤勉手I1 0，1 42 I給与改定による制日額
当の増減分

5特殊勤務手I7，399 I実績による増 加 額
当の増減分

4扶養手当の I62，81 5 I職員の異動による減額
増減分

5管理職手当|ム 495 I職員の異動による減額
の増減分

6通勤手当の 638I運賃改定による矯加額
当 矯減分

ヌ時間外勤務

手当の増滅 I 8，423 I実績による増加額
分

宿日直手当 7 
干円

8.その他 I1 0，691 I夜間勤務手当 1，1 24 

住居手当 6440 

退職手当 1 0，000 
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備 ヨを

給与改定の状況

一表 4.54% 

給与改定率{一表 4.86% 
前年度{ 一

給与改定実施時期 56年4月1日

本年度給与改定率 3.0 % 

平均昇給率 五14%

(昇給期) (職員数)

53名

昇給期月IJ J 7月 38名

職員数 1 0月 44名

1月 29名

職員数の異動状況

現K在職す
(る職員数 )(その他) (計)

本年度

前年度

1 64人?人 173人

1 61人 12人 17 3人

調整手当の支給率

(給料+扶養手当+管理職手当)x 9係

期末勤勉手当の支給率

支給期 6月 12月 5月 計
本年度{

支給率1.8ヶ月 2.6ヶ月 0.5ヶ月 4.9ヶ月

支給期 6月 12月 3月 計
前年度 {

支給率 1.8ヶ月 2.6ヶ月 0.5ヶ月 4.9ヶ月

特殊勤務手当の状況(1人平均月額)

医師 看護婦 その他

本年度 166，828円 20，014円 2，396円

前年度 129，755円 20，105円 2.200円

配偶者手当 11，000円を 12，000円に改

定



昭和 57年度

受託水道事業特別会計予算書
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昭和 57年度 日野市受託水道事業特別会計予算

昭和 57年度 目野市の受託水道事業特別会計の予算は、次に

定めるところ による。

〈歳入歳出予算〉

第 1条 歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ 1，1 1 9， 9 5 0 

千円と定める。

2. 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、

「第1表 歳入歳出予算」による。

(歳出予算の流用〉

第 2条 地方自治法第 220条第 2項、ただし蓄の規定により

歳出予算の各項の金額を流用することができる場合は、

次のとおりと定める。

(1) 各項に計上した給料、職員手当等および共済費に係

る予算額に過不足を生じた場合における同一款内での

これらの経費の各項の間の流用。

昭和 57年 3月 9日 :提出

日野市長森田喜美男
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第 4 表 歳入歳出予算

歳入

款 項 3外Z、

都 支 出 金

委 託 金

2. 諸 収 入

受託事業収入

歳 入 ムロ 言十

歳出

款 項 ，ノzヘ、

受託水道事業費

水道管理費

2. 建設改良費

歳 出 メE』I 計
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額

千円

1， 1 0 "8， 3 5 0 

1， 1 0 8， 3 5 0 

1 1， 6 0 0 

1 1， 6 0 0 

1， 119，950 

一一

額

千円

1， 1 1 9， 9 5 0 

6 3 6， 9 9 0 

4 8 2， 9 6 0 

1， 1 1矢950

昭和 57年度

受託水道事業特別会計予算

実施計画及び説明書



歳入歳出予算事項別明細書



歳入歳出予算事項別明細書

r....総括

歳入

款 本年度予算額 前年度予算額 比 較

千円 千円 fr'J 

1 都支出金 1， 1 0 8， 3 5 0 9 91.7 4 7 1 1 6. 6 0 3 

2.諸収 入 1 1， 6 0 0 11， 21]0 400 

歳入合 計 1， 1 1引950 1， 0 0 2，ヲ 47 I 1ス0[13

ー，

歳 出

本年度の財源内訳

意欠
本年度 前年度

比 較 特 定 財 源
予算額 予算額 般財源、

i端技出金 地方債 その他

千円 千円 干円 千円 千円 千円 F円

1受託水道
.事業費

1，11 9，950 1，002，947 1 1ス003 1，1 08，350 。11，600 。

歳出合計 i， -1 1引950 1.002，947 1 :スOD3 1， 1 08，350 。11，600 。

-131-



入2. 歳

(款〉

(項)

1. 都支出金

1 委託金

自 本年度

干円

1.水 道事業 1，1 08，350 

委 託 金

言十 1，1 08，350 
ー し

(款) 2. 諸収入

(項) 1. 受託事業収入

目 本年度

千円

1.下水道使用料 11，600 
徴収事務
委 dt; 金

.._・，

11，600 

前年度 比較

千円 千円

991，747 11 6，603 

991.747 11 6，603 

前年度 比較

千円 千円

I 1，200 400 

1 "1，200 400 
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節

区 分

1水道事業

委 託 金

//////  

室市

区 分

1.下水道使用料
徴収事務
委 託 ノエf?ι 

~ 

金 額

千円

1， 1 08，350 

レ~J

金 額

千円

11，600 

~ 

説明

水道事業委託金

一

説 明

下水道使用料徴収事務委託金
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(款都支出金)

(款諸収入)



五歳

(款)

(項)

自

出
1. 受託水道事業費

1 水道管理費

本年度 前年度

F円 千円

1.浄水資 206，790 203.033 

比

本年度の財源内訳

較 特 定 財 源、
般財源

l瀦段出金 地方債 その他
千円 干円 千円 千円 千円

3，7 5 7 206，7 90 。 。 。
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節

区 介

. 

2給 科

3.職員手当等

4.共‘済 費

9.旅 費

1 '1.需 用 費

1 2.役 務 費

1 3委 託 料

説 明

金 額

千円

。浄水事業経費

5 1， 9 7 0 一 般 職 2 0人

4ス678

8，845 職員共済組合負担金他

5 8 普通旅費

1.590円X3人X12ヶ月 5ス240円

8 6，2 8 9 被 日良 費 41 8，000円

備消耗品費 1， 071，000円

光熱水費 296，000円

帰!~ 手ヰ 費 541，000円

動 力 費 83，61 0.000円

印刷製本費 1 32，000円

イ彦 繕 費 221，000円

264 官5 号苦 料

ι975 浄水場電気工作物保守管理 1，626，000円

計測設備保守点検 3.4 9 3，0 0 0円

自家発電用ディーゼパ機関保守点検 350，000!IJ 
直流電源、装置精密保守点検 1 50，000円

塩素ボンベ耐圧試験
11，300円X16本 181，000円

浄水場内草刈 51 4，000円

特定化学物質取扱者健康診断
5，000円x20人×三回

浄水場内床清掃等 461.000円

(款受託水道事業費)
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(項) 1. 水道管理費

本年度の 財源、内 訳 節

自 本年度 前 年 度 比 較 特 定 財 源

匡渚伎出金 地方債 その他
一般財源

話i 明
区 ノ5t 金 額 一

千円 千円 f'司 千円 千円 千円 千円 千円

(浄水費) 1 4.使用料及び 702 東電柱共架料及び通信回線使用料

賃 借 料

-15工事請負費 1，8 9 0 高置水槽流出流入管塗装工事イ也

1 6.原材料費 2，1 1 9 液体塩素、次亜塩素酸ナ トリウム

. 
2配水費 160，980 202，678 ム 41，698 1 60，980 。 。 。 。配水事業経費

2.給 料 2 5，2 0 6 一般職 8人

3.職員手当等 2 2，5 7 9 

4.共 済 費 4，276 職員共済組合負担金他

9.旅 費 1 5 3 普通旅費

1，590円X8〆人X12ヶ月 1 52，640円

1 1.需 用 費 4 1， 1 4 9 被 月反 費 1 65，000円

備消耗品費 339，000円

燃 料 費 638，000円

動 力 費 ろ町350.000円

印刷製本費 1 91，000円

修 繕 費 466，000円

1 3委 託 料 1 4，2 1 8 漏水防止調査 6，000，000 円
漏水修理等 8，053，000円
都道監督事務費 1 65，000円

1 4.使用料及び 202 水道管布設に伴う借地料 1 42，000円
賃 借 料 機械借上料 60，000円

15.工事請負費 51， 300 配水管移設

1 6.原材料費 "1， 897 配水管復!日用器材

(款 受託水道事業費)
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(項) 1. 水道管理費

本年度 の 財源内訳

目 本 年 度 前 年 度 比 較 特 定 財 源、

官邸支出金 地方債 その他
-般財源、

、

節ー ー 白、

説 明
区 分 金 額

千円 千円 千円 千円 千円 fFJ 千円 干円

3給水費 82，7 80 72，784 呪996 82，7 8 0 。 。 。 。給水事業経費

2給 ザヰ 2 3，6 0 2 一般 職 8ノ、

3職 員 手当等 1虫21 '1 

4.共 済 資 4，007 職員共済組合負担金他

9‘ 1ft 費 5 8 普通旅費

1.590円X3人X'12ヶ月 5ス240円

1 1.需 用 費 1，098 被 月反 費

備消耗品費 294，00日円 | 
， 燃 来↓ 費 294，000円

印刷製木費 36，000円

修 繕 iま 28ス000円

1 3委 託 料 .3 '2，9 6 6 漏水 工 事 1 4，850，000円

量水器引換 1 4，7 5 5，0 0 0円

隔演IJ量7k器設置 1，288，000円

漏水調査に伴う修繕工事 1. 7 5 0，0 0 0円

修繕待機事務連絡費 300，00 [J円

都道監督事務費 23，000 pj 

1 5.工事請負費 982 給水管切廻し工事

， 

1 6.原材料費 856 給水管復旧用器材

一一一一一一一

(款受託水道事業費)
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(項) 1. 水道管理費

本年度 の 財源、内訳

目 本年度 前年度 比 較 特 定 財 海、
一般財源

国者~支出金 地方債 その他

節
説 明

区 介 2i!片z、 額

干円 Tf9 F円 千円 干円 千円 fl可 千円

4.受 託 呪770 8，995 775 引770 。 。 。 o受託事業経費
事業費

2.給 料 4，658 一 般職 2人

5職員手当等 3，9 9 1 

4.共 済 費 794 職員共済組合負担金他

9. tfi( 3支 3 9 普通旅費

1，590円X2人X12ヶ月 38，1 60円

1 1.需 用 費 1 0 6 被 ß~ 費 45，000円

備消耗品費 3引000円

印刷製本費 22，000円

1 3.委 51; 料 182 都道監督事務費

5.業務費 1 76，670 149，996 26，674 1 65.0 70 。11，600 。 。業務経費

2給 料 6 3，8 2 4 一般職 2 3人

3.職員手当等 5 3， 0 7 1 

4.共 1斉 費 1 0，844 職員、共済組合負担金他

ス賃 金 403 

8.報 償 費 4 3 年末年始待機分

呪旅 費 366 普通旅費
1，590円x9人メ12ヶ月 1 71，7 2 0円
特別旅費 水道総会他 1 94，000円

-140- -141-
(款受託水道事業費〉



(項) 1 水道管理費

本年度の財源内訳 節

自 本年度 前年度 比 較 特 定 財 ー源
般財源

闘技出金 地方債 その他

説 明

区 分 /主¥乙民 額

干円 干円 千円 千円 千円 千円 千円 千円

(業務費) 1 0交 際 費 1 4 0 受託水道事業比伴う交際費

1 1.需 用 費 4，795 被 目民 費 1 54，000円

備消耗品費 1，526，000円

光熱水資 545，000円

燃 料 費 746，000円

印刷製本費 1，221，000円

繕 費 543，000円

食 糧 費 60，000円

1 2役 務 費 : 1 4，8"7 6 通信運搬費

電話料 53，000円X12ヶ月 636，000 円

ポケットベル 1 3，000円X12ヶ月 1 56.000円

郵便 料 5，053.000円

手 数 料

口座振替手数料 8，76ス000円

保 険 料

自動車保険料 264，000円

i 3.委 託 料 1 3.9 8 5 料金計算事務 5，904，000円

検針事務 4，824，000円

庁舎警備

22ス500円x1 2ヶ月 2.7 3 0，000円

職員健康診断 346，500円 |

事務所内清掃

8，500円X12ヶ月 1 02，000円

冷暖房設備保守点検 55，000円

電話消毒 23，500円

目ー画_...ーー ーーー 」一ーーーー 一一 一一一一一一 一 ーー一 一一一一一一ー一一一-

(款受託水道事業費)
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(項) 1. 水道管理費

本年度の財源内訳 節

自 本年度 前年度 比 較‘ 特 定 財匂 源 一般財源
国者-肢出金 地方債 その他

説 明
区 分 金 額

千円 千Fl 千円 千円 千円 千円 千円 千円

(業務費) 1 4使用料及び 2 0 自動車借上料

賃 '港 料

1呪負担金、補助 292 日本水道協会負担金他

及び交付金

22.補償、補 填 科目存置

及び賠償金

2ス公 課 費 9 9 自動車重量税

28.繰 出 金 1 3，9 1 1 一般会計繰出金

(恩給及び退職年金分)

f 

言十 636，990 63ス486 ム 496 625.390 。 11，600 。 ~ ~ 一一一一一一一一一
(款受託水道事業費 )
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(款) 1. 受託水道事業費

(項) 2. 建設改良費

本年度の財源内訳

自 本年度 前年度 比 較 特 -定 財 源
ー般財源、

醸成出金 地方債 その他

節
説 明

区 分 :ilノ¥乙 額

千円

干門 千円 千円 千円 千円 干円 千円

1水 道 221，370 1 25，900 95，4 7 0 221，370 。 。 。
改良費

1 0水道改良経費

1 5，工事請負費 '119，520 消火栓設置 電磁流:富;言十設置及び配水管新設
， 

1 8.備品購入授 1 0 1， 8 5 0 量水器戸 13 匁~~ 1 0 0 % 

2.水 道 261，590 23号561 22，029 26'1，590 。 。 。 10水道建設経費

建設費 2.給 料 4，624 一般職 2人
j 

5職員手当等 ろ，858 職員共済組合負担金他

4.共 済 費 789 
1 

9.旅 安 ろ9 普通旅費

1，590円x2人x'12ヶ月 38，1 e 0 I弓

'1 1.需 用 費 780 被 月反 費 30.000円

備消耗品費 1 02，000円

燃 料 費 373.000円

印刷製本費 129，00CJ円

修 繕 費 1 46，000 p-3 

s 

i 3.委 託 料 5，600 ー 都道監督及び工事設計等

1 5.工 事請負費 244，900 配水管布設工事

1呪負担金、補助 1， 0 0 0 荷重及び国鉄立合負担金

及び交付金

言十 482，960 365.4 61 11ス499 482，960 。 。 。
じ

//////f-i

一一一一一二一一一一一一(款受託水道事業費)
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: 1 1， 4 8 313扶養手当 | λ 弓 '職員の変動K伴
| の別減分 ~- う増額

i引 い管理職手| ナふ改定附ニう

1 当の増滅利 3 7 9 !増額

一一 一一 ート一一一一寸一一一一一一一一十一一一一
匹時間外勤説: IA ~~ A i ~業務の噌大K伴

，1 1， 0 7 1 
手当の増首都パ ， ~ ， う増額

6 7 3 I職員の変動K伴 | 特殊勤務手当
|う増額 |通勤手当

給与費明細書
1.一般職

(1) 総括

給 -に7 費
区 分 職 員数 共済費 ぷ仁コ〉、 備考

給 料 職員手 当 E十

人 千円 」手円 千円 千円 千円

本年 度 6 3 1 73，884 150，388 324，272 2引555 353，827 

前年度 6 3 16(3，089 1 38，905 298，994 2スi92 326，1 86 

比 較 。 i 3，795 1 1，483 25，278 2.363 2ス641

千円

職員手 扶養手当 ス535 調整手当 16，858 管 理職手 当 5，887 

当 の 特殊勤務手当 "1.676 通勤手当 5，509 時間外勤務手当 引286

内 言尺 住居手当 4，158 wj末勤勉手当 ヲ虫47ヲ

一 般職員一人 当り給与費の状況

i1乙ゾ.:.. 分 一人当り給与資

本 年 度 5， 1 4 8 
千1'1

前 年 皮 4， 7 4 6 

初 任 給 の状況

区 分 ~ム- 歴 一 般 戦

5 7 年 1 月現 1 在日
lふ句_， 校 F事 I 0 2， 1 0 0 円

大 一え￥ー， 卒 1 1 8， 3 0 0 

5 6奔: I月 1日 戸当1 佼 五三 9 9， 1 0 0 

現 {r-
，.ー
大 て《ふfん- 卒 1 1 3， 9 0 0 

平均給料月額及び平均年令の状況

区 分 一 般 職
トーー一一

5 l年 1月 1日 平均給料月額 2 :5 2， 6 0 0 1.r.:J 

ち1 在 平 ユ今 年 ノ寸ふコ 3 8 才

5 6年 1月 1日 平均給料月額 2 2 6， 4 8 0 円

現 在 _~Z. j匂 年 令 3 6 

等級別職員数の状況

区 分 一 般 戦

1等級 人 4等級 5 1人
5 7年 1月!日

2等級 2 5等級 3 
現 在

3等級 6 言十 6 3 

5 6年 1月 1日
1等級 4等級 5 1 

現 在
2等級 つ 5等級 3 

5等級 6 百了 6 3 

-148-

(2) 給料及び職員手当の増減額の明細

，，~0tT同五滅額 i悶糊捌額両z亙函両玩内問訳 説寸一「 備

[--[ 可 一て7一「 !給給桝一与
| 一 表 上 4.4096百;I 

1 .-' - . - ，. I (給与改定率 4.5 496 
1給与改定 I _._ ~.-. . _ ...， I.H.r.._........ I 

一 、 |ス on 8 実質 4. 5 4515 I前年度 J給与改定実施時期
に伴 う I .. I (5  6年 4月T日
増 加分 ! の改定 | 、

! 。 I 給与改定率 3.096 

l 平均昇給間差xI平均昇給率 3.1 496 
12普通昇給 i 現iて在職する職 (昇給期) (職員数)

1 3，7 9 5jに伴 う l 貝数x1 2ク月 I~， " ，， ~_ .. ( 4月 3 1 人
， - ;!./  : 5， 2 5 8 I 昇給期別 l 
I j古 刀f!分 6，95 <1円x =:' II'P~7J/:':J i 7月 1 9 人

i J 6'3人x1 2ク月|職員数 l 1 0月 5 人

I i I 1月 8 人

l i 職員数の変動 ~é I J隊員の異動状況
l i 係わる増額千円 ! (現 に 在職 ) (その他)(計)
i '~ そ の他の i する職員数

i増 i成分 '1， 4 tt 9 給与改定留保額 ;本年度 6 3人 0人 6 3人

5 7年度( ~;寸前年度 6 3人 口人 6 3人

I I 5 6年度( 96) I ーソ
ノ I t;1滅。 人 0人 0人

!134.M拘 似の矧，U継手当の文給率
I /~~ :~::~.' ~;: ;.:: 3，り1(i 与改定等K伴う (給科十扶養手当十管現職手当 )x 896を
iの問削 ! 増鮪 9例改定 一

一一本年度文給却1 6月 1 2月
2期末勃然

i O. 3 i 7 11 ー主事会~，~ 2.2 2 5ク月 2ーヲ5ヶ):j

手当の I ! 文給契}] 3月 計

増減分 ! l ; 文給率 O. 5ク月 5.6" 5ク月

.前年皮

l 文衿持]
i 支給率

| 支給期
! 文給率

考

町iT
11'1コ

、;斗

十"
丹市

~l 

L
J
 

6月

1. 8ク月

5月

O. 5ヶ月

1 2月

l.6ク月

計

4. 9ク月

6.そのイ!包の

増減分

3 千円

670 
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昭和 57年度目野市農業共済事業特別会計予算

(総則)

第 1条 昭和 5 7年度日野市農業共済事業特別会計の予算は、

次に定めるところによる。

(事業の予定量 )

第 2条 事業の予定量は、次のとおりとする o

「一一

i竺J止区 チ上 引受戸数 引受面積 引受収量
r:-' 

400戸
α 
238，0 一ooIg 水 稲 8.500 乳牛|

? 
1，7 8 skg 

α 
陸 稲 2 0 1 5 0 種 豚

戸 α 
6.1 2 skg 持園 芸設 l麦 2 0 250 

(収益的収入及び支出)

第 5条 収益的収入及び支出の予定額は、次のとおりと定める。

収 入

摘 要 共農透作勘定物 家共済勘畜定 園共芸演施勘設定 業務勘定|総 メ口己、

第1款共済事業収益 2，0 0 1 千円 4、793千円 1. 1 5 7 千円 1 2ー.613 千円 20.564 千円

第1項事業収益 2.0 0 1 4.79 3 1，1 5 7 1 2，562 20.51 3 

第2項事業外収益 。 。 。 51 51 
」ー白目ー』 ー←ー 一 一 ← 一 一

支 出

摘 要 農共済作勘物定 家共済勘定畜 園共済芸勘施定設 業務勘定 総 ぷ口〉、

第1款共済事業費用 2，0 0 1 千円 4，793 千円 1， 1 5 7 千円 1 261 3 干円 20，564 千R

第1項事業費用 2，000 4.793 1， 1 5 7 1 2.6 0 1 120.551 

第 2~質事業外費用 。 。 。 2 2 

第3項予 。荷 費 。 。 1 0 11 
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(一時借入金)

第 4条 一時借入金の限度額は、次のとおりと定める。

農作物共済一時借入金 300千円

家畜共済一時借入金

医l芸施設共済一時借入金

業務勘定一時借入金

(他会計ーからの補助金)

3 0 0千円

300千円

500千円

第 5条 農業共済事業実施のため、一般会計からの補助を受げ

る金績は、 5，36 9千円である。

昭和 57年 3月 9日提出

日野市長森田喜美男
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実施計画及び説明書



-153-



収 益 的 収 入 及 び 支 出

農作物共済勘定

第 1款 農作物共済事業収益 収 入

項 日 節 予定額
一

1事業収益 2，0 0 1 千円

1農作物共済掛金 881 
Fー

1.7.K 手詰 土/"と 済 接ト 金 8 4 3 

2.陸 稲 ま/t¥ 済 掛 金 1 9 

3.麦 辻f士¥ 済 接ト 金 1 9 
ー 一一

2.農作物保険金 1， 093 

1水 手話 保 険 金 1，028 

2.陸 手前 保 険 4 0 

3麦 保 険 2 5 

ろ農作物責任準備 1 8 

金 民 入
T麦責任準備 金 戻 入| 1 8 

トー一一一ー一ー

4.不足金てん補準 ろ

イ席 金戻 入 1水稲不足金てん補準備金戻入i
2陸稲不足金てん補準備金戻入|

3麦不足金てん補準備金戻入|

5.農作物特別積立 ろ

金 民 入 7水稲特別積立金戻 入 i
骨一

2降格特別積立金戻入 ぺ

一
3麦特別積立金戻入

6農作物連合会特 3 

l}U 交付 金 1.水稲 連合会特 別交付金

2陸稲連合会特別交付金

13.麦連合会特別交付金
一一一

計 2，0 0 1 

説 明

農家負担分

一一一一
ー一

'一
異常共済掛金基準額十(総共済掛金額一異常共済掛金額)x通常責任保険歩合
トーーーー一一ー

一

一一一
昭和 57年産麦

一一、ーー"ー ー一

一

一一寸
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第 1款 農作物共済事業費用 支 出

項 自 節 予定額

1事業費用 2，0 0 0 千円

1農作物保険料 3 6 

t 7.k 稲 {呆 1断~ 業ト 2 2 
ト

2. 陸 有自 イ呆 険 料

3. 麦 {呆 険 料 5 
ーー「一一

2.農作物共済金 1， 945 

水稲 王/土¥ 済 金 1， 8 5 1 

2. 陸 平面 王/土¥ 済 ~ 5 1 

3. 2と 1ff¥ . 済 ノi~乙 4 3 

3.農作物無事民金 3 

水稲 無 事戻 金

2. 陸稲無 事戻 金

、ZJ. z乙主z主 無- 事 民 金

4.農作物責任準備 i 6 

~t: 繰 入
麦責 任準備 金繰 入 i 6 

一備一費 下| 
ーートーー一一一一一一一一一一

2.予 備 費

1予

計

説 明

ーー

一{異塗金常金共済上二掛塁金基準額十 (総共済掛金額 ー異常共済掛金基準額)x通常責任保
済掛金国庫負担額

-一 一一

ー-ーー ・・-・-唱・ー-・・H・l

総共済掛金と同一額

.-

-156- -157-



家畜共済勘定

第 T款 家畜共済事業収益 収 入

項 日 節 予定額

一一
1.事業収益 4.793 千円

一
1家畜共済掛金 1，522 

行Z云共済掛金 1，52 2 

2家一 ろ.27 1 

廃保険金 1.44 3 

1.82 8 

4，793 

説
?
1
1場

開
ザ つ

乳牛 ?77 穏豚 545 

乳牛 9 6 3 種豚

滋琢

4 8 0 

乳牛 1，34 8 480 

第 1款 家畜共済事業費用 支 出

項 日 節 予定額

1事業費用 4，793 千円

1家蓄保険料 1，52 2 
一一ト一一一一一一一ー一司一一

家 畜 保 険 料 1， 522 
ー 一一
2.家畜共済金 ろ，27-1 

ト一一-

死 彦喜 土fと¥ 済 ~ 乙 1，44 3 

2. 病 傷 /丑¥: 済 1， 8 2 8 __ 

計 4，793 

「一一 一一一一一一寸

説 百八
rト
L
-

ト一一一ー一一一一一

ト一一一

掛金と同績

額

二

傾

向
一
向

ル
」
一
シ
」

金

一

金

険

一

険

保

一

保
一 一一
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園芸施設共済勘定

第 1款 園芸施設共済事業収益 入

一
'd.¥. 

Jf'/('ρ 

説 明

収

項 日 予定

1事業収益 1，1 5 7 

園芸施設共済 j針金 390 

2. 園芸施設保険金 690 

! 3. 薗芸施設責任準備金戻入 7 7 

額

目 国庫負担金額

室口

一

ハγ'

一一
分

×
一
皮年

;

ノ
O

J

と

ム

に

J

済

和
北
ハ

昭

第 7款 園芸施設共済事業費用
支 出

項

1事業費用

同
同 予定額 説， マ

1吋
J

口
μ
一-

1. 悶芸協;安保険料

1，. 1 5 7 

313 

i
 
nt 

f
h
'
a
 

(共済金額×掛金率甲×月数×納入率)十(共済金額×掛金率乙×月数)日国庫負担額

一一
2 国芸施設共済金 I 767 

3 竺喧主空竺坐_J一一一-22-
計 I 1.157 

r
ト
ト
」

一一

、‘
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業務勘定

第 T款業務事業:収益 収 入

項 日 節 予定額 説 1現
一一一

1事業収益 1 2，5 6 2千円
ー

1. ~取補助金 1 2，1 3 0 

国 都 支 出 金 ι7 6 1 

2. 一般会計補助金 5，369 
'一一一一一 トー“ --
2賦 5I5Lfキff: ノ3ハ2 429 

一 目白

事 務 費賦課金 429 共済金額×共済金額 1万円当り賦諜金

水稲 6 8，5 4 4，0 0 0円〉ぐ.1よ0，O00 1-'-0 = 6 8， 5 4 4 fヰ

陸稲 4 9 0，8 7 5 
'1 7 

834 × ー一一一一一ーコ
1 0，0 1] 0 

-己~3、;:、. 1， 1 2ス000 ×一1一7一一一一=1 0，0 0 0 
1， 9 1 5 

手し fや 9，6 2 5，0 0 fJ x 1~; = 9 6.25 0 

種豚 6，D 0 0，0 0 0 × 2 ヲも =i 2口、000

ガラス窓口(鉄骨) 2 0、d， 1 8.0 D 0 
1 1 
1 0， n 0円0-日2，459

プラスチックハウス II(パイ プ)15，?63，oo o×1-OJ，O U00×ム1 2 ニ 2ス935

11 低 (鉄骨下) 4 2ス000
3 5 

1，49 4 
X '1 0，0 II 0 

11 lV (鉄骨中 ) 2 0，5 7 8，0 Q 0 X I一50一、50 一0一一O::.-::: 7 2，0 2 3 

11 v (鉄骨上) 1 3.8 9ス000
1 3 
1 0、000ー=1 s、D6 6 

3.受取損害防止

3一一期担金 l
2i  

事業負担金

4雑 収 入
一一一
雑 入 一

2.事業外

収 益
1.受取利息

ffi s八乙 手リ ナ

2業務引当金戻入

計
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第 1款業務事業費用 支 出
一一一

項 日 節 予定額

1事業費用 1 2.6 i) I 千円
トーーー一

1.一 般管 却 費 1 I，2 Ll 8 

1報 酬 528 

2.給 不子 5.1 1 0 
『 ・開

3手 当 さー司$¥'γ; 4，502 

L i公定福利星空 592 

一 -

ス賃 金 1 1 1 

9.旅 安f 260 

1 0交 際 費 3 0 

I 1印刷製本費 9 0 

備- ?月 ロEコロ 費 8 0 

z企~ 議 費 4 0 

設 明

運営協議会委員

スo0 0同X9人X4回 252.0 (J 0円

共済 連 絡 員

6，0 0 0円X46人 2 7 6，0 0 0円

目議員 2名
r--

日一一

一 時

約 円高整理 3.6 7 5 i~X 3 0日 1 '1 0，2 5 0円

費用弁償

運営協議会委員研修

2 0，0 0 0円X9人 1 8 0.0 0 0円

普通旅費 5矢400円

特別旅費

運営協議会委員研修

2 0，0 0 0円X2人 4 0，0 0 0円

決算書 、 初定書 、 各種報告用紙

新聞 、 月刊紙 ス800円

迫 録 2 0，0 0 0円

参考|当番 、 文房具 、 その他 5 7，2 0 0 円

運併協議会委員

連合会職員

3 0，0 0 0円

1 0‘o 0 0円
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一一一一一

項 日 節 予定額 説 明

1 2.遥 信 迷 搬 費 6 5 千円 郵便料

2支払賦課金 202 

ー
1.支払事務袈賦諌金 202 共済金額×共済金額 10，000円当り賦課金

7](稲 68，544，o o o ii]×T 一一O，-O4O 一O一=2ス417円

隆稲 4 9 0，8 7 5 
メωJ 

×一一一一一一=
1 C、000

294 

2:ι民iマ三 1， I 2ス000
と3

× ー一一一一ー=
I 0，0 0 0 563 

--ー一 -- 乳牛 ヌ62 5，0 0 0 >~ 0.5 % 二 48，1 2 5 

種豚 6，0 [) 0‘00[1 × 係=6 0，0 0 0 

)fラス室n(鉄骨) 2 0，4 1 8，0 0 0 
4 

X 10，00 0 8，1 6 7 

プラスチックハウス日(ノぐイブ)
1 '1 6 

1 4，つ 63、000 X 1一一0，・O一一0一OX一7一2一ニ8‘229

1/ III (欽骨下) 4 2スU0 0 X .j-0，0 0 0 469 

日T (欽骨中)
'1 1 

!I 2 0，5 7 8，0 0 0 ×一一一一一一 =2 2，6 3 5 
I 0， cl 0 0 L "-， 

v (鉄骨上) 1 3，89ス000 4 
5‘558 fI Xノ 1一C一，0一0一0一一ー-

加入者割 2 0，0 0 0 

3.普及推進:認 2 0 

1.事 業奨 毘f] 賛; 2 0 

4.損害評価費 1， 1 1 9 

ー一
1報 酬 807 t員答評 価会委員 スo0 0円X7人X9ulf 4 4 1， c1 0 0 P:J 

損害評価員 6.000円X46人 2 7 6，0 0 0円

園芸施設拐容評価員 6，000円X1 5人 ヲ0，000円

玖 1/rぇ J認 140 費用弁償
f員害評価会委員 2 0，0 0 0円X7人 1 4 0，0 0 0円

1 1会 議. 資 7 2 策審評価会委員及び評価員

1 11，賃 fR 料 1 0 0 損害評価時車借上料
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項 日 街? 予定 説 明

5.損 害 防止 費
一一

決:!;t"; 剤

つ 燃 本; ガ ソリン¥ オ イ ノレ等

6.負 担 金
ト v

関 係 機 関 負 担金 4 0 南 多 摩地 区農業 共 済 協 議会費

ス業 務 雑 ず{ 1 0 
一一

~ 
主2巧主ミミ2 j芳 可t、:ff: 貸' '1 C 

2事業 外 2 

霊立 用
1.支 払 手リ J患

イ 借 入 金 利 息

2業務引当金繰入

業務引当金繰人

3.予備 委を 1 0 

1.予 。首 費 1 0 

1 2‘613 
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昭和 57年度 日野市農業共済事業計画

一
区 介 事 項 摘 要 区 介 事 項 摘 要

事 業 費 2. 家畜共済

農作物共済 (1) 乳 牛 ア ヲ| 'ヌ戸Zー， 戸 数 4 戸

(1) 水稲共済 ア ヲ| 'ヌ芦立ー， jニコ 数 イ ヲ| J戸g〈一， E良 数 5 5 頭

イ ヲ| 戸ムζー， 面 積 8，5 0 0 ず7 ガ/'-.二 済 =ノ包¥ 額 久62 5，0 0 0 円

ウ ヲl 戸JくL、 l灰 葺Eヨ
25800OK91 

ニ工二 kg当 ーり共済金額 288 円

オ 共 済 3fi 額 6 8，5 4 4，J 0 0 円

二L 共済 推ト 金 額 1，ヲ 54，0 0円円

(プ) 農家負担額 9 7ス000 円

付) 国 庫負 担額 9 7ス000 円
カ 保 険 金 額 1，0 2 8，0 0 0 円) オ 保 険 料 9 7ス000 円
;;.f- 共 済 提ト 金 額 1， 8 5 0，0 0 0 円 (2) 種 豚 ア ヲ| J戸42.- Fコ 数 P 

農 家負担額 8 4 3，0 0 0 円 イ F3E乙与 日f~ 数 8 0 頭

国 庫負担額|
日DOE

ク 保 険 料 | 2 2，0 0 0 
ーー---

数 |(2) 陸稲共済 ア 引 戸コζ2， P 2 0 戸
一一

ず7 共 済 金 額 6，0 [) O，!J 0 0 円

ニ工L 共 済 控ト 金 額 9 0 8，0 0 0 fIJ 

(ア) 農家負担額 5 4 5，0 0 0 円

面 積 |イ ヨj!' J号 1 5 0 α 
一一 一一 一F

げ) 国庫負制額 36 3，0 0 0 円

1} ヲ| 戸Jιp 収 主主主豆 1，7 8 5 kg オ 保 険 料 5 4 5，0 0 0 円

ニ:c. kg当 り 共済金 額 3. 園芸施設共済

オー 共 済 金 額 4 9 0，8 7 5 円 ア ヲ| ，戸ムζ句， 戸 数 ろ8 戸
一 一一

カ 保 険 金 額 4 0，0 0 0 円 イ ヲ! 受 棟 数 i 7 4 棟

キ 共 f斉 挫卜 金 額 5 0， 0 0 0 円 ウ 引受設置面積 3 4，4 9 5 m" 
ー一

〈ア〉 農家 負担 額 1史000 円 ニ乙 共 済 金 額 7 1. 2 8 3，0 0 0 円

付) 医l庫負 担 額 31， 000 円 オ 共済 持ト 金 千頭 78 0，0 00 円

ク 保 険 料 1 1， 0 0 0 円 〈ア) 農家負担額 3 9 0，0 0 0 円
一一

(3) 麦 共 済 ァ ヲ| 受 1ごコ 数 2 0 戸 付) 国庫負担額 3 9 0，0 0 0 円

イ ヲi :::;<戸EZ-， 面 積 250 α カ 保 険 料 3 1 3.0 0 0 円

ウ ヲi 戸5EζL 収 主_I;I主1主 6，1 2 5 kg 職 ー貝 言十 画 損益勘定所属 人 員 2 名

ニL kg当り共済金 額 1 8 4 円
一
オ 共 済 金 額 1， 1 2ス000 円

カ 保 険 金 額 2 5，0 0 0 円

キ 共 済 推| 金 額 4 2，0 0 0 円

(7) 農 家 負 担額 1矢o0 0 円
げ) 国 庫 負 担額 2 3，0 0 0 円

ク 保 険 料 3，0 J 0 円
一
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1 特別職

職

区 分 貝

数

長 4キ5デ~ 
人

本
議 貝

年
そのイ也 1 6 

度
百T 1 6 

給

報酬

ヒ
ー了

給

千円

費

与

給料

千円

ト一一一一一

693 。
693 。

一一一一一」・ーー一一・ーー
長 等

-局L三IJー・

議 民

年
その他 1 6 644 。

度
ちロ子ト1- ↑6 644 。
長 等

比
Z識"* 員

その他 。 4 9 。
較 。 49 。

明 京国

費

職員

手当
言十

千円 千円

[、i 693 

ci 693 

[J 644 

。 644 

。 4 9 

。 4 9 

-172-

謹;
Eヨ

共済費

千円

。
。

。
。

。
。

よに』1 言十 や南 考

干円

693 

693 

644 

644 

4 9 

4 9 

給 与費

2. 一般職

(1 )総 括

区 分 職員数
給 与

給 料 職員手当

本年度 2 人 5.1 1千0円 4，3 0 2 千円

前年度 2 4， 7 1 7 3.7 2 1 

比 較 。 3 9 3 5 8 1 

職当内員手訳の
扶養手当 399 調磐手当

住居手当 1 32 活動手当

明 京国

費

言十

:室
Eヨ

共済費

9，41 2 千Pl 592 千円

8，438 546 

9 "1 4 4 6 

540 管理職手当

240 具rl来事り勉手当

メIコト 言十

1 D~ 0 0千4F1 

8，984 

1， 0 2 0 

491 

え500

一般職員一人当り給与費の状況

区 ，介 一人当り給与費

本 年 !支 4，7 0 6 千円

前 午ー 度 4， 2 1 9 

初任給の状況

区 介 e井子￥， RZi 一 般 職

5 7年 1月 1日 両 校 卒 1 0 2， 1 0 0 FJ 
現-在 大 ・戸てム十4 卒 1 1 8， 3 0 0 

5 6年 1月 1日 前 校 E主 ?引 10 0 

現 在 大 ー井子以， 卒 1 1 3， 9 0 0 

平均給料月額及び平均年齢の状況

i差 分、

5 7年 1月 1日平均給料月額 2 2 0， 4 5 3円

現 在 平内 均 年 齢 3 3.0 7 才

5 6年 1月 1日平均給料月額 2 0 1. 7 4 4円

現 在 平 均 年 齢 3 2.0 7 才

等級別職員数の状況

区 分 一 般 勝;

5 7年 1月 1日
1等級 。人 4等級 人

現 在
2等級 。 5等級 C 

5等級 言十 2 

5 6年 1月 1日
1等級 。 4等級

現 在
2等級 。 5等級 。
5等級 計 2 

-1，] 3--

備考
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(2) 給料及び職員手当の増減額の明細 昭和 57 i年度目野市農業共済事業特別会計資金計画

区介 増減額 増減額の増減事由別内訳 説 明 イ蒲 ラ号

千円 千円

給与改定の状況

給与改定K 207 
表 上 4.4 0 % 

伴 う増加分
実質 4. 5 4 % 前年度給与改定笑施時期

の改定 5 6年 4月 1日

本年度 給与改定率 3. 0 % 

給
平均昇給関差×現K 平均昇給率 3.5 4 % 

4〆C、 在職する職員数× (昇給期)(職員数 〉

普通昇給K 172 1 2ク月 4月 1人

393 
伴う増加分

ス15円ox 2人X12ヶ月
。ノ人

、ー

職員数 10月 。人

= 1 72千円 1月 1人

料 職員数の変動K係わ 職員の呉動状況

3 
る増額 3千円

その他の 給与改定留保額 現.VC在職
1 4 (する職員数)(その他〉信+

増減介 57年度(3.0婦〉一

56年度(.3.0弼) 本年度 2人 。人 2人
149乎1'1-138干内 前年度 2人 。人 2 )¥ 

= 11千1'1増減 。人 。人 oA 

調整手当の支給率
調整手当の 1 0 5 
増減分

給与改定忙伴う増額 (給料+扶養手当十管現職事部

X8%を9%vc改定

英J床動勉手当支給率

月読 本年度

支給期 6月 1 2月

2 
支給率 t 8ク月 2. 6ヶ月

期末勤勉手 257 
支給期 5月

/1 

支給率
長ミ 当の消滅介 o 5ク月 4. 9ク月

前年度

5 8 1 支給期 6月 1 2月

支給率 1. 8ヶ月 2. Oク月

でごZTニ 支給期 3月
支給率 O. 5ク月 4.9ヶ月

扶3.養手当の
1 3 9 

治滅介
11 

当

管4.理職手当
3 5 11 

の増減分

5 
その他の

4 5 ー通勤手当 4 5千円 運賃の改定K伴う増額
増減介

前年度決算見込額 I:当年度予算
1'--9， 0 5 8，0 0 611 I 1 9， 8 1 2， 0 0 ~ 

受取補助金

ー課 金
一
息

賦

一
受 取 利

受取損害防止事業負担金

計
雑

卜一一一

事業勘定

繰越現 t 
コIZ:

支払資金

3 0 0，0 0 0 

1 1， 4 7 6， 0 0 0 ! 1 2， 1 3 0，0 0 0 

429，000 

50，000 I ム 10，0 0 0 

201-2o  0 0 

1， 0 0 0! ム 21， 0o 0 

5，2 0竺o0 I _土

2o 0…I .0 . 

1“220 0 0| 212，D 0 0 
1 i. 2 0 8. 0 0 0 I 8， 0 0 0 

6 0，0 0 0 

2 2，0 0 0 

5，2 0 0，0 0 0 

2，0 0 0，0 0 0 

1 6、41 0.0 0 0 

。

一般管理費 1 1， 2 0 0，0 0 0 

矯減

7 5 4，0 0 tJ3 

。一。
門

U

一n
u

nu
一

門

U

A
U寸
一

円

γ

「

「

』

一

円

ノ

』

J
O
-
4
1
 

!

咽

1IH-
-

¥
府
ヲ
色

同
場
守
ヨ
山@

;
-
i
 

謀
一
進

賦
一
推

払
一
及

支

一
一車問

2 0 0.0 0 0 2 0 2，0 0 0 2，000 

トー

2 0，0 0 0 I 20，000I 0 

9 3 0， 0 0叶 1，1 1呪0001 189，000 煩害評価費

ト-
f員害防止費
トーー
負担金

業務雑費

支払利息
トー-
支払拠出金

未払金
ト一 一
事業勘定繰入

29，000 

22，000 

。

…-ud
一一

2，0 0 0 

1 1， 0 0 0 

ム 12，0 0 0 

n
u
 
n
u
 
nu 
a-E' 

。
。 。 。

1，0 0 0 

業

n
u

-
n
U
 

貸
一
費

問

、

定
一

勘
一
備

4，o 0 0，0 0 o I 4.0 0 0， 0 0 0 

o I 1 0，0 0 0 1 0.0 0 0 

ヲ| 5 4 2，0 0 0 差 2，6 4 8，0 0 0 ろ，19 0.0 0 0 
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昭和 57年度目野市農業共済事業特別会計予定貸借対照表 昭和 57年度予定 損益計算書

4司 (昭和 57年 4月 1日~昭和 58年 5月 3 1日)

項 目
農作物 家 ーE茸'gET ・、 園芸施設

業務勘定 総、 合
共済勘定 共済勘定 共済勘定

円 円 円 fIj 円

流動資産 n-~ 目
農作物 家 ざ5Z3L 関芸施設

業務勘定 五呑 合
共済勘定 共済勘定 共済勘定

円 円 円 円 円

(1) 現金預金 。 。 。3，19 0，000 ろ，190，000 事 業 収 主主

1 )共 済 掛金 881，000 1，522，000 390.000 。2，7 93，000 
流動資産 計 。 。 。3，1 90，000 3.1 90，000 2)保 険 金 1，093，000 3.271，000 690，000 。5.054.0 0 0 

資 産 メE2Ih 。 。 3 3.1 90.000 3.190.000 
3 )責任準備金戻入 1 8，000 。 7ス000 C 95，000 

4)不準.足備金金て戻ん補入 3，0 DO 。 。 。 3，000 

2. 流動負債 5)特別積立金戻入 3，000 υ f司、 。 。 ろ，000

6 )連合会特別交付金 3.000 。 () 。 3，000 

(1 ) 未 払 金 。 。 。 1 0，000 1 0，000 
7 )受取 補助 金 。 。 o 11 2，1 3 0，0 0 0 1 2.1 30.000 

(2) 責任準備金 。 。 。95，000 95，000 8)賦 謀 金 。 。 fυ 『、
42引000 429.000 

9 )事受 取業損負害担防 止金 。 。 「LJ1 2，000 2，000 

流動負債 言十 G 。 。1 05，000 1 05，000 
1 0 )業務雑 J~ 入 。 。 。 1，000 1，000 

3. 固定負 債
事 業 収 主主 合 2，001.000 4，7 93，0 n 0 1，1 5ス000112，562，00020，51 3，000 

2. 事ー 業: 費 用

(1 ) 業務引当金 G 。 。 1，000 1，000 

'‘ 
-、
・ '‘ 1 )保 険 料- 36，000 1，522β00 3 i 3，000 。1，871，000 

一

固定負債 言十 。 。 。 1，000 1.000 
2 )共 済 メム~ 1.945，000 3，271，000 76ス000 。5，983，000 
ろ)無 事 民 金 ろ，000 。 。 。 3.000 

負 債 よEb3h 。 。 。1 06，000 1 06，000 4 )責任 2整備金繰:入 1 6.000 。 7ス000 。 93，000 
5 )支払備金繰入 。 。 。 。 。

4. 資 本
6)一般管理 費 。 。 o 11 1，208，00 0 11，208，000 

(1) 剰 人力て. 金 。 。 。3，084，000 3，084，000 7 )支払賦課 金 G 。 。202，000 202，000 
8)普及推進 袈 。 。 。 20，000 20，000 

負債資本合計 。 。 。3，190，000 3，190，000 
ー...__

9)損害評価 安 。 。 。1，11 9，000 1，11 9，000 
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項 目

1 0 ) 損害 防止 費

11 )負 担 会:

12) 業 務 雑 費

ぎト 業 費 用 β口』

事業 利益(損失

3. 事業 外収 益

戸コιι 取 来IJ J息

2) 業務引当金戻入

事業外収益合 言十

当 年 度 純 矛リ 益

4. 事業 外 費用

1 )業務支払利息

2 ) 業務 引当金繰入
ー

事業 外 費用合 言十

5. 予 備 資

=、νゴ 年 度 高唱 利 Fナ.J.ll毛tご-

当 年 度 J崎 t員、 失

農作物 家 苔

共済勘定 共済勘定

円 円。 。
。 。
。 。

2，0 00，000 4，7 93，00 [) 

1，000 。

。 。
。 。
。 。

1，000 

。 。
。 iJ 

。 。
1，000 。
。 。
G 。

-178-

園芸施設
業務勘定

共済勘定

|司 円。 2，000 

。 40，000 
(J 1 0，000 

1，15ス0001 2，601，000 

。ム 39，000

。 50，000 
。 1.000 

。 51，000 
。 1 2.0 () 0 

。 1.000 
。 1.000 

。 2，000 

。 1 0，000 
。 。
。 。

1白d乞む2、 合 |

40，000 

1 D.O 00 

20，551，000 

ム38，000

50，000 

1，000 

5 '1，0 00 

1 3.00 D 

1.000 

'1，000 

2，000 

1 1.000 

。 、、、




